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い つ ま で も お 元 気 で

敬　老　会
 
 

本
町
で
は
、
９
月
の
老
人
週
間
の
記
念

行
事
と
し
て
、
最
高
齢
・
百
寿
・
白
寿
・

米
寿
・
金
婚
夫
婦
の
方
々
を
祝
福
し
て
い

ま
す
。

　今
年
度
は
、
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称

略
）

最
高
齢

　１０５
歳

　小
松

　鶴
治

百

　寿

　１００
歳

　清
岡

　洋
子

白

　寿

　９９
歳

　筒
井
八
代
子

米

　寿

　８８
歳

　西
山

　初
美
、
齊
藤

　忠
造

　瀧
石
久
礼
雄
、
竹
内

　郷
子

　南

　
　修
吉
、
髙
松

　鷹
生

　山
﨑

　桂
子
、
宮
谷

　民
夫

　山
本

　澤
子
、
前
川

　貞
子

　濱
川

　廣
美
、
福
留

　良
子

　佐
竹

　博
子
、
池
畠

　二
子

　岩
佐
戸

　進
、
竹
村
美
佐
子

　久
保
田

　節
、
松
本

　勢
子

　西
岡

　昌
子
、
清
岡

　文
一

　山
岡

　和
子
、
竹
内

　見
江

　小
松

　智
惠
、
小
松

　秀
美

　小
松
美
砂
子
、
小
松

　淳
子

　寺
尾
美
枝
子
、
西
岡

　澄
雄

　服
部
嘉
代
子
、
坂
本

　ツ
ユ

金
婚
夫
婦

　西
山

　雅
勝
・
良
子

　寺
尾

　光
政
・
春
子

最
高
齢

白
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
寿

金
婚
夫
婦

米
寿

み
な
が
ら
、
さ
く
ら
園
の
園
児
や
、

各
種
教
室
生
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
多
彩
な
演
芸
や
、
役
場
幹
部
職
員

に
よ
る
寸
劇
に
会
場
中
が
笑
顔
と
拍

手
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け

て
、
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

　な
お
、
敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
団
体
各
位

の
皆
様
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　１０
月
７
日
、
ご
長
寿
を
祝
福
す
る

敬
老
会
を
開
催
し
、
７５
歳
以
上
の

７１９

人
の
う
ち
、

１５５
人
の
方
が
元
気
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

  

当
日
は
７５

歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
約

１６０
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

後
、
出
席
者
で
最
高
齢
の
方
、
男
性

は
武
内
廣
二
さ
ん
９３

歳
（
間
下
）
、

女
性
は
小
松
久
美
さ
ん
９５
歳
（
西
ノ

川
）
に
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　式
典
後
、
会
食
に
移
る
と
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
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慶　　　　　祝

ご長寿を寿ぎ、いつまでもご壮健であられんことをご祈念いたします。

蒙

御

免 

平

成

弐

拾

九

年

度 

御

長

寿

者

番

付 

安

田

町

東 西
氏　　 名 年　齢 氏　　 名 年　齢

　この番付表は、安田町に住民登録されている大正 14年 9月 18 日までに生まれた方で、平成 29
年 9月 1日現在で作成しました。
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以下、91歳、90歳はそれぞれ19名となっています。

小松 　 貞

三 谷 　 梅 壽

筒 井 　 八代子

西 山 　 功

武 内 　 米 子

廣 松 　 慶 子

谷 村 　 花 子

西 山 　 勉

小 松 　 福 惠

内 田 　 登志子

小 松 　 茂 一

竹 内 　 清太郎

手 島 　 好 枝

吉 松 　 孝

川 田 　 政 子

松 本 　 淳 水

有 岡 　 梅 子

西 尾 　 千 美

小 松 　 甲 一

寺 尾 　 裕

池 内 　 善 吉

髙 倉 　 長 雅

小 松 　 千 代

北 川 　 春 子

　原 　 友 市

内 川 　 須馬子

筒 井 　 泉

服 部 　 眞 和

小 松 　 鶴 治

西 尾 　 國 治

清 岡 　 洋 子

久保田 　 博 美

横 山 　 禎 介

久 保 　 初 子

上 総 　 登代治

齊 藤 　 喜 代

内 川 　 榮

小 松 　 久 美

　南 　 浪 惠

久保田 　 梅 喜

福 原 　 晶 子

田 村 　 文

伊 吹 　 冨美子

北 川 　 貞 美

有 澤 　 美千子

武 内 　 廣 二

清 岡 　 三 知

長 町 　 芳 子

東 岡 　 初 子

岩 松 　 糸 美

小 松 　 俊 介

武 内 　 静 江

坂 本 　 胖

坂 本 　 光 子

小 松 　 美登利

手 島 　 サツ子

田 村 　 昌 子
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　予算と決算は、表裏一体の関係にあり、町の行政を推進していく上で重要なものです。予算は、１年間の行政

施策を推進していくための青写真であり、決算は、町が１年間に推進してきた諸施策の成果を表します。

　そこで、今月号では、９月の町議会定例会で認定を受けました平成２８年度一般会計決算を主体にお知らせし

ます。

薬師東地区津波避難タワー 町道井ノ岡線

平成28年度の決算概要

一般会計決算【歳入・歳出】の概要

　平成２８年度の一般会計は、平成２７年度の繰越事業を合わせた最終予算額３２億４,２６１万７千円に対して、歳入総額が

３０億３,８７１万８千円、歳出総額が、２９億４,４６６万円となり、歳入歳出差引で９,４０５万８千円の黒字となりましたが、このうち、

平成２８年度に事業が完了しなかった事業に充当する財源を除いた実質的な収支額は、７,７０６万５千円となっています。

　これを、前年度の決算と比較しますと、歳入で４億２,５６９万４千円（１２.３％）の減、歳出で４億２,０２５万６千円（１２.５％）の

減となっています。これは、前年度で焼山頭首工機能保全工事、町営住宅建設工事、安田中学校屋内運動場改築工事な

どの大型事業が完了したことに伴い決算額も大幅に減額となっています。

　また、特別会計については、４会計全体の最終予算額８億４,８４５万円に対し、歳入が８億３,４０１万２千円、歳出が８億

２,７９２万５千円で、歳入歳出差引６０８万７千円となっています。

町民1人当たりの一般会計歳出額 1,061,903円
（平成２９年３月３１日時点住基人口：２,７７３人）

諸支出金等

88,224円
災害復旧費

18,885円
公 債 費

100,353円

民 生 費

163,629円
総 務 費

211,534円
農林水産業費

90,180円

土 木 費

89,088円
教 育 費

75,982円
消 防 費

104,823円

衛 生 費

90,257円
議 会 費

17,489円
商 工 費

11,459円
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（歳　入）

　町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収

入など、町が自ら収入したお金（自主財源）は、基金から

の繰入金を含む総額６億７,９５３万１千円で、前年度対比で

３,７６０万円減少しました。

　一方、譲与税、地方交付税、国庫支出金、町債など、国、

県から定められた額を交付されたり、割り当てられたり

するお金（依存財源）は、総額２３億５,９１８万７千円で、前年

度対比で３億８,８０９万４千円減少しました。

　依存財源のうち、歳入全体の約４５％を占める地方交付

税の交付実績は普通交付税、特別交付税を合わせて１３億

８,３４６万７千円で２,１３６万７千円（１.５％）の減額となってい

ます。

　このほか、普通交付税財源の不足額の補てんとして

発行される臨時財政対策債が前年度と比べて１,８１０万円

（２３.７％）減少し、総額では平成２８年度は、町が自由に使

うことができるお金（一般財源）は４,１８３万２千円減少しま

した。

（歳　出）

　平成２８年度に使われたお金の内訳を見てみますと、法

令等により支払いが義務付けられている人件費・扶助費・

公債費は８億４,８５９万５千円で、歳出全体に占める割合は

２８.９％となっています。そのうち借金の返済にあたる公

債費は２億７,８２７万９千円で、過去に実施した大型建設事

業に係る借金の返済が終了したことなどにより前年度比

で１,０２３万４千円減少しています。

　道路改良や防災対策などのまちづくりに使われる経費

は、６億１,３９０万４千円で、前年度比で４億２,８７５万８千円

減少しています。

◎今後の行財政運営方針

　町では、産業振興による地域の活性化、社会福祉施策の充実、中山間地域対策の推進など数多くの課題を抱えていま

すが、こうした課題を的確に把握し解決していくためにも、「安田町総合振興計画」を基本とし、「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」に掲げる目標の達成に向け、必要な施策に対しては重点的に予算を配分するなどし、限られた予算の中で、

最大限の効果が発揮できるよう各種取り組みを進め、「安心・安全で活気ある協働のまち　やすだ」の実現に努めます。

主な事業と決算額

○総務費

公共施設総合管理計画策定支援業務 432万円

ふるさと納税推進事業 5,848万円

地域公共交通維持事業 506万円

集落活動センター事業 1,341万円

国土地籍調査事業 1億1,338万円

○民生費

あったかふれあいセンター事業 1,939万円

地域福祉計画策定業務 276万円

国民健康保険特別会計繰出金 4,943万円

児童手当支給事業 2,336万円

認定こども園運営事業 2,650万円

年金生活者等給付金事業（明許） 1,924万円

○衛生費

廃棄物収集運搬委託事業 1,392万円

合併処理浄化槽設置事業 373万円

簡易水道事業特別会計繰出金 3,480万円

○農林水産業費

園芸用ハウス整備事業 1,323万円

環境制御技術普及加速化事業 380万円

レンタル畜舎整備事業 1,738万円

農業用水路・頭首工改修工事 805万円

有害鳥獣対策事業 591万円

海岸漂着物処理事業 249万円

次世代施設園芸事業（明許） 9,680万円

○商工費

安田の夢プラン推進事業 318万円

神峯山展望塔階段塗装工事 497万円

県東部観光協議会負担金（明許含む） 268万円

○土木費

町道維持・舗装補修工事 2,607万円

町営住宅屋根防水塗装工事 589万円

町道安田大野線改良工事（明許含む） 3,441万円

町道井ノ岡線改良工事（明許含む） 6,209万円

○消防費

災害対応型給油所整備事業 200万円

応急期機能配置計画策定事業 421万円

津波避難誘導灯整備工事 1,199万円

木造住宅等耐震対策事業 1,124万円

薬師東地区津波避難タワー整備事業（明許） 1億5,299万円

○教育費

外国青年招致事業(ALT) 411万円

歴史観光資源等強化事業 1,042万円

中山公民館耐震補強工事 3,391万円

○公債費

約定償還元金 2億5,263万円

約定償還利子 2,561万円

○諸支出金

財政調整基金積立金 3,099万円

ふるさとづくり基金積立金 8,638万円

投資及び出資金・
貸付金
382万円
0.1％

繰出金
1億7,136万
7千円
5.8％

扶助費
7,974万
1千円
2.7％義務的経費

8億4,859万
5千円
28.9％

維持補修費
1,129万1千円
0.4％

人件費
4億9,057万
5千円
16.7％

人件費
4億9,057万
5千円
16.7％

公債費
2億7,827万
9千円
9.5％

積立金
2億4,463万
3千円
8.3％

普通建設事業費
6億1,390万4千円
20.8％

災害復旧事業費
5,236万9千円
1.8％

投資的経費
6億6,627万
3千円
22.6％

その他の経費
14億2,979万
2千円
48.5％

補助費等
4億
8,701万
8千円
16.5％

物件費
5億1,166万
3千円
17.4％

歳出総額
29億

4,466万円
【性質別】

町債
3億5,690万円
11.8％

分担金・負担金
105万5千円
0.1％

使用料・手数料
5,577万6千円
1.8％ 財産収入

1,090万5千円
0.4％

寄附金
8,557万4千円
2.8％

繰入金
1億5,099万
7千円
5.0％

諸収入
6,799万6千円
2.2％

譲与税・交付金
7,116万2千円
2.3％

自主財源
6億7,953万
1千円
22.4％

依存財源
23億5,918万7千円
77.6％

地方交付税
13億8,346万
7千円
45.5％

国庫支出金
2億3,962万
3千円
7.9％

県支出金
3億803万5千円
10.1％

繰越金
9,949万6千円
3.3％

町税
2億773万
2千円
6.8％

歳入総額
30億

3,871万8千円
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安田町人事行政の運営等の状況

（３）職員数の状況

②年齢別職員構成の状況（平成29年4月1日現在）

①部門別職員数の状況と主な増減理由（平成29年4月1日現在、単位：人）

（注）１　職員数は一般職に属する職員の数であり、休職者、派遣職員などを含んでいます。

　　　２　（　）内は、条例定数の合計です。

職員数

平成29年度平成28年度
対前年増減数区分 主な増減理由部門

議会
総務
税務
労働
農水
商工
土木
民生
衛生
計
教育
警察
消防
計
病院
水道
交通
下水道
その他
計

1
14
3

8

2
12
4
44
10

10

1

1
2
56

（65）

1
14
3

7
1
2
12
4
44
11

11

1

1
2
57

（65）

課の設置による業務見直し
　　　　　〃

保育業務の充実

△1
1

0
1

1

0
1

区　分

職員数

20歳 24歳20歳 32歳28歳 40歳36歳 48歳44歳 52歳 56歳
計

60歳

未満
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

27歳23歳 35歳31歳 43歳39歳 51歳47歳 55歳 59歳 以上

人 人人 人人 人人 人人 人 人 人 人
1 22 79 146 54 5 1 1 57

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
部
門

合計

1．職員の任免および職員数の状況
（１）採用者数

　　　平成２８年度に新たに採用した職員の状況は、次のとおりです。

（２）退職者数

　　　平成２８年度に退職した職員の状況は、次のとおりです。

区分

0人 1人 1人 2人 1人

定年退職 その他
うち女性

計勧奨･早期

希望退職

一般行政職

区分

2人 0人 1人 0人 3人 0人

大卒
中卒・
その他 うち女性

計
短大卒 高卒

一般行政職
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2．職員の給与の状況
（１）給与の決定の仕組み

　　　町職員の給与は、「生計費、国および他の地方公共団体の職員並びに民間事業所の就業員の給与その他の事

情を考慮して定めなければならない」という均衡の原則によることと、地方公務員法に定められています。

　　　この規定に基づき、町においては国および県に準拠して「職員の給与に関する条例」を定め、町職員の給与

を決定、支給していますが、改定措置等についても同様に国および県に準拠し、町議会の審議を経て決定され

る仕組みになっています。

（２）人件費の状況（普通会計決算）

　　　平成２８年度の普通会計決算における人件費は、次のグラフのとおりです。

（注）人件費とは、町議会議員、町長等特別職、町職員および各種委員会

等委員に支給される報酬、給与、退職手当および共済組合負担金な

どです。

（３）職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　職員の給与は、給料と職員

手当（扶養・期末勤勉・住居・

通勤・時間外勤務・管理職・

特勤勤務手当等）からなって

おり、平成２８年度の普通会計

決算の状況は次のとおりです。

（４）ラスパイレス指数の状況

　（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数

です。

　　　２　類似団体平均とは、人口規

模、産業構造が類似してい

る団体のラスパイレス指数

を単純平均したものです。

　　　３　平成２５年は、国家公務員

の時限的な（２年間）給与改

定・臨時特例法による減額

措置がないとした場合の値

です。

（５）給与制度の総合的見直しの実施状況

　　　①給料表の見直し　　平成２９年４月１日実施

　　　町はこれまで、高知県が地域の民間との均衡を図るため、独自に水準調整した給料表に準拠してきており、ま

た、給与制度の適正な運用に努めてきていること、国家公務員の給与水準を下回る水準にあることから県準拠と

していましたが、県準拠であることが総合的見直しを行わないことの理由にはならないとの判断により実施す

ることとしました。

（６）一般行政職給料表の状況　

歳出総額　2,944,660千円

人件費

490,575千円

16.7%

その他

2,454,085千円

83.3%

職員数
A

給与費 一人当たりの
給与費
 B/A

54人
176,969千円

給　　料

15,038千円

職員手当

62,725千円

期末・勤勉手当

254,732千円

計　B

4,717千円

１号給の
給料月額

最高号給の
給料月額

1級

141,600

246,600

2級

191,700

303,400

3級

227,900

349,200

4級

261,100

380,200

5級

287,100

392,200

6級

317,700

409,400

（単位：円）

安田町 類似団体平均 全国町村平均

（H28）
94.5

（H25）
95.2

（H26）
95.5

（H27）
92.8

110

105

100

95

90

85

（H28）
95.6（H25）

94.8
（H26）
95.0

（H27）
95.3

（H28）
96.3

（H25）
95.4

（H26）
95.6

（H27）
95.8

　（注）1　職員数は、平成28年4月1日現在の職員数です。

　　　　2　職員手当には、退職手当は含まれていません。
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（７）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成29年4月1日現在）

（注）１「平均給与月額」

とは、給料月額

と毎月支払われ

る扶養手当、住

居手当、時間外

勤務手当などの

すべての諸手当の額を合計したものです。

　　　２「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当

等の手当が含まれていないことから、比較のために国家公務員と同じベースで再計算したもので

す。

（８）職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）

　　　町職員採用試験に合格し、高等学校等卒業後、直ちに職員として採

用された者の初任給等の状況は、次のとおりです。

（９）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年4月1日現在）

（注）１［　］内は、経験年数区分に該当職員

がいないため、直近の職員の状況を記

載しています。

２　経験年数とは、採用前に民間企業な

どに勤務した期間がある場合は、その

期間を換算し、採用後の勤務期間に加

算した年数をいいますが、学校卒業後

直ちに採用された場合は、採用後の年

数をいいます。

（10）町職員の級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）

行　政　職

技能労務職

区　分

大学卒

高校卒

高校卒

安田町

178,200円

146,100円

131,700円

県

180,400円

146,700円

148,800円

国

178,200円

146,100円

143,500円

【初　任　給】

国（大卒）

国（高卒）

県（大卒）

安田町（大卒）

県（高卒）

安田町（高卒）

安田町（労務職）

146,100円

131,700円

178,200円

146,700円

180,400円

146,100円

178,200円

行

政

職

技能労務職

区　分

高校卒

大学卒

経験年数
１０年

経験年数
１５年

経験年数
２０年

［13年］

266,000円

   ̶　円

   ̶　円

［21年］

254,000円

［16年］

292,900円

［16年］

266,000円

   ̶　円

［21年］

345,100円

322,000円

職員数 構成比標準的な職務分類（内容）

６級

１～
３級

区　分

５級

１級

２級

３級

４級

うち

一般行政職

行

　
　
　
　
　政

　
　
　
　
　職

労
務
職

単

　純

（注）１　町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　　分

安田町（一般行政職）

高知県（一般行政職）

国（一般行政職）
（H28.4.1時点）

平均年齢

40.3歳

43.3歳

43.6歳

平均給料月額

287,328円

322,451円

331,816円

平均給与月額

317,935円

386,192円

  －　 円

平均給与月額
（国ベース）

293,110円

343,770円

410,984円

議会書記、主事、保健師、教育委員会主事、
社会教育主事、保育教諭

議会書記、主査、保健師、農地主事、
教育委員会主査、社会教育主事、保育教諭

議会書記、主幹、保健師、専門員、農地主事、
教育委員会主幹、社会教育主事、保育教諭

議会書記、係長、主監、保健師、会計管理者、主任専門員、
農地係長、教育委員会係長、教育委員会主監、保育教諭

議会局長、会計管理者、課長補佐、主監、支所長、
専門監、農地主監、教育次長、教育委員会課長、
公民館長、教育委員会主監、副園長、園長

議会局長、会計管理者、課長、支所長、振興監
教育次長、園長

調理員

14人

4人

17人

3人

11人

5人

3人

25％

7％

30％

5％

19％

9％

5％

8人

4人

10人

3人

8人

5人

―
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職制上の段階、職務の級等による

加算措置　　　　　　　　　　有

職制上の段階、職務の級等による

加算措置　　　　　　　　　　有

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

国

─

安田町 県

（平成28年度支給割合）

6月期　1.20月分

（0.64月分）

12月期　1.35月分

（0.735月分）

計　2.55月分

（1.375月分）

職制上の段階、職務の級等による

加算措置　　　　　　　　　　有

期末手当 勤勉手当

6月期 　1.225月分

（0.65月分）

12月期  1.375月分

（0.80月分）

計　2.60月分

（1.45月分）

0.80月分

（0.375月分）

0.90月分

（0.425月分）

　1.70月分

（0.80月分）

0.70月分

（0.35月分）

0.80月分

（0.40月分）

　1.50月分

（0.75月分）

（平成28年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

（平成28年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

1人当たり平均支給額（平成28年度）
1,216千円

1人当たり平均支給額（平成28年度）
1,568千円

6月期　1.20月分

（0.64月分）

12月期　1.35月分

（0.735月分）

計　2.55月分

（1.375月分）

0.70月分

（0.35月分）

0.80月分

（0.40月分）

　1.50月分

（0.75月分）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置　定年前早期退職特例
措置（2～20%加算）

（退職時特別昇給　無）
１人当たり平均支給額　19,149千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置　定年前早期退職特例
措置（2～45%加算）

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した職員に支給された額の平均です。

国・県安田町

0千円

0円

0％

4種類

日額　  400円

日額　  400円

日額　  400円

日額　  400円

左記職員に対
する支給単価

税の徴収

伝染病対策

災害対策

用地交渉

手当の名称
主な支給
対象業務

税務係

衛生係

防災係

用地係

主な支給
対象職員

（11）昇給への勤務成績の反映状況

　　　平成２２年度から昇給への勤務成績反映を実施。勤務成績を適切に給与に反映させるため、「優れている」・

「やや優れている」・「普通」・「やや劣る」・「劣る」の５段階の区分を設定（昇給日は毎年４月１日）

（12）職員の手当の状況

　①期末、勤勉手当

　　期末、勤勉手当（民間の賞与等の一時金に相当するもの）は、国家公務員および県職員と同様に６月と１２月

の年２回支給されています。

【参考】　勤勉手当への勤務成績の反映状況（行政職）

　勤務成績は、「優れている」・「やや優れている」・「普通」・「やや劣る」・「劣る」の５段階に区

分。成績率は、職務について監督する地位にある者による評価に基づき、任命権者が決定。

　　②退職手当（平成29年4月1日現在）

　　　職員の退職手当は、県内の市町村等で組織している高知県市町村総合事務組合の支給規定に基づき、支給さ

れています。

　　③特殊勤務手当（平成29年4月1日現在）

　　　著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、その他著しく特殊な勤務に従事する職員に支給されています。

支給実績（平成28年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成28年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度）

手当の種類（手当数）

税の徴収に従事する職員の特殊勤務手当

伝染病防疫作業に従事する職員の特殊勤務手当

台風時等に危険を伴う作業に従事する職員の特殊勤務手当

用地交渉に従事する職員の特殊勤務手当
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※扶養手当：扶養親族のある職員に支給されています。

※住居手当：住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に支給されています。

※通勤手当：通勤距離が片道2キロメートル以上である職員に支給されています。

※管理職手当：管理または監督の地位にある職員のうち、町長が指定する職員に支給されています。

※管理職特別勤務手当：管理または監督の地位にある職員が、災害等により緊急その他公務の運営の

　　　　　　　　　　　必要により勤務時間外に勤務した場合に支給されています。

勤

務

手

当

管
理
職
特
別

月額　33,200円

〃 　27,700円

職責に応じて

定額　　　　

１回　4,000円

～10,000円

（6時間を超える

場合は加算有）

職責に応じて

定額　　　　

１回　2,000円

～5,000円

1回　4,200円

異なる

同じ

同じ

3,921千円

330千円

　9千円

356,400円

30,000円

4,200円

管
理
職
手
当

宿
日
直
手
当

職務の級における

最高号給の給料月

額の100分の25を

超えない範囲

職務の級が6級の管理職員

職務の級が5級の管理職員

支給実績（平成28年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成28年度決算）

支給実績（平成27年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成27年度決算）

8,306千円

189千円

4,102千円

103千円

　　④時間外手当

　　　管理職を除く職員が、定められた勤務時間以外に勤務した場合に支給されています。

　　⑤その他の手当（平成29年4月1日現在）

区分 内　　　　　　　　容

月額　10,000円

〃  　8,000円

〃 　10,000円

月額　12,000円

〃 　27,000円

〃  　１の1/2

月額　2,000円

〃 　4,200円

〃 　7,100円

同じ

同じ

異なる

国の制度
との異同

国の制度

4,726千円

2,203千円

1,090千円

168,786円

244,722円

51,886円

支給実績
（平成28年度決算）

支給職員1人当た

り平均支給年額

（平成28年度決算）

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

1.交通機関等利用者

運賃等相当額が月

額56,200円以下につ

いては、運賃相当額

2.自動車等の使用者 

2～5㎞未満3,300円

から最高36 , 8 00円

（片道65㎞以上）

配偶者

配偶者以外の扶養親族

配偶者のいない扶養親族のうち1人

（扶養親族のうち15歳に達する日以後の年度初めか

ら22歳に達する日以後の年度末までの間にある子1

人につき5,000円を加算）

１．借家、借間居住者基礎控除額

 最高支給限度額

２．単身赴任手当受給者で配偶者の

借家、借間

支給要件　通勤距離片道2㎞以上

 2㎞～5㎞未満

 5㎞～10㎞未満

 10㎞以上

職員が正規の勤務時間外または休

日等に宿日直勤務した場合に支給

管理職手当が支給されている職員

が週休日等に勤務した場合に支給

管理職手当が支給されている職員

が週休日等以外の日の午前0時から

午前5時までの間に勤務した場合に

支給
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退職手当

区　　　　分

給　　料

報　　酬

（平成28年度支給割合）

6月期
 12月期

計
　

加算措置

1.40月分
1.60月分
3.00月分

　有

給料月額等

705,000円

610,000円

565,000円

236,000円

195,000円

185,000円

170,000円

給料×在職年数×500/100 14,100,000円 （任期毎）

給料×在職年数×300/100 7,320,000円 （任期毎）

給料×在職年数×250/100 5,650,000円 （任期毎）

（算定方式） （支給時期）

町　　　長

副　町　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

常任委員長

議　　　員  

町 長  
   

副 町 長  

教 育 長  

（平成29年4月1日現在）

（1期の手当額）

区　　　　分

期末手当

給料月額等

町　　　長

副　町　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

常任委員長

議　　　員

（13）特別職等の報酬等の状況

　　　町長等特別職の給料および町議会議員の報酬等については、特別職報酬等審議会の意見を徴して、一般職と

は別に条例で定めることになっています。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間

　　　職員の勤務時間については、条例および規則により、休憩時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間

あたり３８時間４５分としており、その勤務時間は月曜日から金曜日までの５日間において、１日につき７時間４５

分としています。

　　　また、一般的な職員の勤務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までとなっており、休憩時間は正午から

午後１時までとなっています。

（２）週休日および休日

　　　週休日とは、勤務時間を割り振らない日をいい、原則として毎週日曜日および土曜日が週休日となっていま

す。

　　　休日とは、正規の勤務時間において、勤務を要しない日をいい、国民の祝日に関する法律に規定する休日ま

たは年末年始の休日（１２月２９日から１月３日までの日。国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く。）を

いいます。

（３）休暇の種類

　　　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇および組合休暇があります。

　　①年次有給休暇

　　　年次有給休暇は、１年ごとに付与する休暇で、その日数は１年において２０日となっており、１日または１時

間単位で取得することができます。また、年次有給休暇は当該年の翌年に２０日を超えない範囲内の残日数を

繰り越すことができます。

　　②病気休暇

　　　職員が負傷または疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の

休暇です。

　　　ア　厚生労働省令で定められた疾病　　　　　　疾病等にかかっている期間

　　　イ　ア以外の疾病または負傷　　　　　　　　　医師の証明等により必要最小限の期間

　　　ウ　イのうち、公務によらない結核性疾患　　　１年以内

　　　エ　イのうち、公務によらない私傷病　　　　　引き続き９０日以内

（注）退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額および支給率に基づき、1期（4年＝48月）

　　　勤めた場合における退職手当の見込額です。
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合　　　計

勤務成績不良の場合

心身の故障の場合

適格性の欠如の場合

職制、定数の改廃、予算の減少により
廃職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

学術に関する事項の調査、研究または
指導に従事する場合

水難、火災その他の災害により、生死
不明または所在不明となった場合

○平成28年度分限処分の状況

降任 免職処分の事由 休職 合計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

1

　　③特別休暇

　　　災害その他の特別の事由により、職員が勤務しないことが相当である場合の休暇です。

　　④介護休暇

　　　職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母などで、負傷、疾病または老齢により規則で定める期間にわたり日

常生活を営むのに支障があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇で

す。（勤務しない１時間につき、勤務１時間当たりの給与額を減額します。）取得できる期間は、６カ月以内

となっています。

　　⑤組合休暇

　　　職員が任命権者の許可を得て、正規の勤務時間中に登録された職員団体の業務に従事する場合の休暇です。

（勤務しない１時間につき、勤務１時間当たりの給与額を減額します。）１年において、３０日を超えない範囲

で、１日または１時間単位で取得することができます。

（４）育児休業等

　　①育児休業

　　　職員は、任命権者の承認を受けて、職員の３歳に満たない子を養育するため、その子が３歳に達する日まで、

育児休業をすることができます。

　　②部分休業

　　　職員は、任命権者の承認を受けて、職員の小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、その子が小

学校就学の始期に達する日まで、１日の勤務時間の始めまたは終わりにおいて１日を通じて２時間を超えない範

囲で部分休業をすることができます。

４．職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分

　　　分限処分とは、一定の事由がある場合に職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分をいい、そ

の処分としては、降任、免職および休職があります。

（２）懲戒処分

　　　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維

持することを目的とする処分をいい、その処分として、戒告、減給、停職、免職があります。
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７．職員の福祉および利益の保護の状況
（１）職員の福祉の状況

　　　・定期健康診断受診者　５３名（うち人間ドック受診者４３名）

（２）福利厚生事業の状況

（３）公務災害補償の状況

　　　・認定件数　０件

（４）勤務条件に関する措置の要求の状況

　　　・係属事案はなく、平成２８年度に新たな措置要求はありません。

（５）不利益処分に関する不服申立ての状況

　　　・係属事案はなく、平成２８年度に新たな不服申立てはありません。

５．職員の服務の状況

（１）年次有給休暇の取得状況

　　　平成２８年の職員の年次有給休暇の取得状況は次のとおりです。

（２）育児休業、部分休業、介護休暇の取得状況

　　①育児休業

　　　平成２８年度中に新たに育児休業を取得した職員はいません。

　　②部分休業

　　　平成２８年度中に部分休業を取得した職員はいません。

　　③介護休暇

　　　平成２８年度中に介護休暇を取得した職員はいません。

６．職員の研修および勤務成績の評定の状況

（１）研修の状況

　　　平成２８年度も、職員が現在ついている職および将来つくことが予想される職位の職務と責任の遂行に必要

な知識技能等を習得させ、職員の資質の向上と勤務能率の発揮および増進を図ることを目的として、研修を実

施、受講しました。

（２）勤務成績の評定の状況

　　　勤務成績の評定は、平成２２年度から実施

平成28年

10.5日

27.4％

平成27年

10.3日

26.6％

区　分

平均取得日数

消 　 化 　 率

内　　　訳 金　　額 備　　考

   定期健康診断委託料および人間ドック

 互助会への負担額

 計

互助会への職員負担額　　

205千円

1,113千円

1,318千円

1,113千円

受診者1人当たりの公費負担額 5,514円

職員1人当たりの公費負担額   19,182円

互助会への公費負担率 50%

※１.互助会とは、（財）高知県市町村職員互助会（共同互助会）のことで、高知県内の市町村等で働く
職員が加入し、福祉の増進等を図るとともに、地方自治に関する意識の向上と市町村行政の円滑、
かつ能率的な運営に寄与することを目的としています。

 ２.互助会の給付内容には、永年勤続表彰、人間ドック助成および保養施設利用助成の３つがあり
ます。

公

　費

負
担
分

①平成28年度懲戒処分の状況 ②平成28年度刑事処分の状況

0

0

0

0

0

0

0

懲役

0

0

0

0

0

0

0

停職

0

0

0

0

0

0

0

計

0 

0  

0 

0 

0 

0 

0  

処分の事由 戒告 禁固

給与・任命に関する不正

一般服務違反関係

一般非行関係

収賄等関係

道路交通法違反

監督責任

　　　合　　　　計

減給

0 

0  

0 

0 

0 

0 

0  

0

0

0

0

0

0

0

免職

0

0

0

0

0

0

0

処分の事由

収賄による場合

横領による場合

傷害・暴行による場合

公職選挙法違反による場合

道路交通法違反による場合

その他

　　　合　　　　計

罰金

0

0

0

0

0

0

0

科料

0

0

0

0

0

0

0

計

0

0

0

0

0

0

0
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平成28年度安田町健全化判断比率及び資金不足比率の公表

資金不足比率健　 全　 化　 判　 断　 比　 率

①実質赤字比率

─
（－4.96）

15.00

20.00

安田町

早期健全化基準

財政再生基準

②連結実質
　赤字比率

─
（－5.35）

20.00

30.00

③実質公債費
　比 　 　 率

3.1

25.0

35.0

④将来負担比率

─
（－123.3）

350.0

─

⑤簡易水道事業
　特 別 会 計

─

経営健全化基準

20.00

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、黒字であるため『－』と表示しています。

※将来負担比率は、将来負担額に対して充当可能財源（基金等）が上回っているため『－』と表示しています。

※括弧内の数値はそれぞれ実数を表しています。

※簡易水道事業特別会計の資金不足比率については、資金不足がないため『－』と表示しています。

※簡易水道事業特別会計は地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第17条第３号の規定により事業規模を算定。

《用語の説明》

①実質赤字比率とは

　　地方公共団体の普通会計の赤字の程度を指標化したもの

②連結実質赤字比率とは

　　公営企業会計等を含む全ての会計の黒字、赤字を合算し、地方公共団体としての赤字の程度を指標化したもの

③実質公債費比率とは

　　地方債の借入金に係る返済金及びこれに準じるもの（借入金に係る返済金の財源に充てたと認められる特別会

計への繰出金等）の額の大きさを指標化したもの

④将来負担比率とは

　　地方公共団体が将来負担すべき地方債残額や債務負担行為による支出予定額をはじめ、公営企業会計等への実

質的な負債額等、将来財政を圧迫する可能性があるものの大きさを指標化したもの

⑤資金不足比率とは

　　公営企業会計の資金不足額を事業規模（料金収入など主たる営業活動から生じる収益等）と比較して指標化し

たもので、経営の状況を判断するもの

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定に基づき、次のとおり

平成28年度の安田町健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。

　本町の平成28年度決算では、下表のとおり各指標とも基準値を超えるものはありませんでした。また、

簡易水道事業特別会計（公営企業会計）の経営状況を判断する指標（資金不足比率）についても、会計に

資金不足がないため数値は表れていません。

　健全化判断比率のうち、実質公債費比率は、昨年度の4.2％から1.1ポイント改善して3.1％となり、引き

続き地方債の発行に県知事の許可を要する18.0％を大きく下回っています。過去の大型事業等に対する地

方債の償還が順次終了していることや、計画的な繰上償還の実施により、本町の財政は引き続き健全化に

向かっていますが、今後は過年来の大型建設事業に充当した地方債の償還開始により、今後一時的な上昇

が予想されます。自主財源に乏しく、各種事業等の財源を国・県の支出金や地方交付税及び地方債等に頼

らざるを得ない財政構造にある本町では、健全な財政運営を維持するため、引き続き効率的で効果的な行

財政運営を行っていく必要があります。

（単位：％）
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日本遺産認定記念シンポジウムを開催しました！
　１０月１日、午前１０時から午後４時まで、田野町ふれあいセンター

において、日本遺産認定記念シンポジウム「中芸みんなの日本遺産」

を開催しました。来場者は約６００人でした。

　午前中の認定祝賀セレモニーでは、田野町で活動している「烈士

太鼓『燦』」による開会アトラクションの太鼓演奏の後、日本遺産認

定証のお披露目やもち投げを行いました。

　午後からは、合掌智宏氏による「東京から見えた地域の魅力」と

題した基調講演の後、地域代表と学識経験者によるパネルディスカッ

ションを行い、昨年、連続講演会の講師を務められた文化庁の田中

康成課長補佐や、東京大学大学院の松田陽准教授及び山本清龍准教

授、観光未来プランナーの丁野朗さんにもご参加いただきました。

　高知大学の赤池先生から発表された日本遺産未来計画（案）をめ

ぐってさまざまな意見が交換され、日本遺産認定ストーリーに描か

れた、ゆずや森林鉄道など中芸の魅力を体感できるスポットづくり

が重要であることが確認されました。

　会場外には、中芸５町村から飲食や体験ブースの出店もあり、飲

食ブースでは、田舎寿司やゆずポン酢焼きそば、シフォンケーキ等

ゆずを使った食べ物などを販売、体験ブースでは、ゆずバスボムづ

くりやゆずソルトづくり、ゆずの花のピンブローチづくり、オリジ

ナルコースターづくりなど多くのお客さんで賑わっていました。

　展示ブースでは、森林鉄道のジオラマやパネル写真を熱心に見る

方、また、屋外に展示していた森林鉄道機関車の運転席に乗る子ど

もたちもたくさんいて、お天気にも恵まれ、とても楽しく有意義な

シンポジウムになりました。ご来場いただいた皆さま、また、ご協

力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

　シンポジウムの詳細については、１２月発売の「季刊高知」をご覧

ください。

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.4～

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（役場中山支所内）　☎39-2008

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
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　１０月７日、８日の２日間、安芸タイガース球場駐車場で「第７回高知東海岸グルメまつり＆鉄道の日」が開催され、

東部各市町村自慢の特産食材を使った料理の屋台約３０店が並び、大勢の方で賑わいました。

　安田町のブースでは、輝るぽーと安田・土佐の元気市の龍馬めしや生パスタ、味工房じねんの田舎寿司や山菜おこわ、

安田と夢ファクトリーキララの安田の白い夢（マ

ンゴー大福）、安田家の新商品カツオドッグなどの

特産品に加え、安田朗グッズも販売しました。

　来場された方からは、「カツオドッグは、ボリュー

ムがあってお魚のフライもおいしかった」、「ゆず

の利いたお寿司が好きなので買いに来た」、「鮎の

お寿司はめったに食べられないのでうれしい」、「安

田朗のグッズを楽しみにしていた」といった声も

聞かれ、大変好評でした。

　また、町のイメージキャラクター安田朗もブー

ス前で町の特産品をＰＲし、大勢の人が集まり、

大盛況でした。

　１０月８日、県消防学校で高知県消防操法大会が行われ、本町消防団安田分団が出場し、日ごろから培った消火作業の

迅速・正確さを競い合いました。

　安田分団は、県内から１８チームが参加した「ポンプ車操法の部」に中芸地区の代表として出場。

　選抜された６人の団員は、中芸消防署員の指導の下、７月上旬から中芸消防署で特訓を重ね、大会に臨みました。

　選手たちは指揮者の指示を受け、機敏な動作で入賞を目指し、競技を行いました。

　県内の競技レベルが非常に高く、残念ながら入賞は逃しましたが、操法技術は上位チームにも勝るとも劣らない内容

でした。

　選手や関係者の皆さん、本当にお疲れさまでした。

　これからも消防防災活動など多方面でのご活躍を期待しています。

第7回高知東海岸グルメまつり＆鉄道の日第7回高知東海岸グルメまつり＆鉄道の日

高知県消防操法大会

安田朗もブース前で町の特産品をPR

6人の精鋭たち
（上段　左から南一寛、西岡幹典、中野彰久

下段　左から久保田典男、田之上健太、宮本裕之）

放水！

第7回高知東海岸グルメまつり＆鉄道の日
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「高知県の豊かな海」で検索！

いいね！や「シェア」を

お願いします！ 

イベント情報や県内各地の豊かな

森・川・海の情報を更新中！

大会開催１年前を記念してプレイベントを開催！

11月11日（土）　10時～16時

場所：土佐市宇佐しおかぜ公園

11月11日（土）12日（日）　10時～21時

場所：高知市中央公園

≪問い合わせ先≫

第３８回全国豊かな海づくり大会高知県実行委員会事務局
高知県水産政策課　豊かな海づくり大会推進室内 
住所：〒780-8570 高知県高知市丸ノ内1丁目7番52号（西庁舎6階） 
☎０８８－８２１－４６９０　　38umidukuri@ken.pref.kochi.lg.jp

１年前プレイベントin宇佐しおかぜ公園 「土佐の豊穣祭2017」・「豊かな海づくりフェスタ」

土佐の豊穣祭高知市会場で
豊かな海づくりフェスタを同時開催

漁船パレード、稚魚の放流 地元のおいしいものコーナー

当日、シャトルバスを30分おきに運行させます。臨時駐車場：土佐市新居（新居緑地公園の隣）約90台
写真：福岡県大会

体験コーナー ステージショー

　全国豊かな海づくり大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く発信するとともに、

つくり育てる漁業の推進を通じて漁業の振興と発展を図ることを目的として、毎年各地で開催されています。

平成29年 平成29年

　
９
月
２１
日
〜
３０
日
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
運
動
期
間
中
は
、
子
ど
も
と
高

齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢

運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
等
、
４
つ

の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
広
報
車
に
よ

る
巡
回
や
街
頭
指
導
な
ど
の
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２９
日
に
県
道

で
実
施
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
安
田
さ
く
ら
園
き
り
ん
組

の
園
児
も
参
加
し
、
園
児
が
交
通
安

全
の
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
折
り
鶴

の
お
守
り
や
、
交
通
安
全
啓
発
チ
ラ

シ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
少
し
の

油
断
が
大
き
な
事
故
を
招
き
ま
す
。

常
に
交
通
安
全
を
心
が
け
、
交
通
事

故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年 

秋
の
交
通
安
全
運
動

安
田
さ
く
ら
園
児
も

　
　
　
　
　

  

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
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•
昨
年
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
お
い
し
い
お

米
と
野
菜
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

•
野
菜
が
こ
ん
な
に
新
鮮
で
お
い
し
い

ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。
お
米
も
野
菜
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
し
い
農
産
物
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く

だ
さ
い
。

•
安
田
町
が
自
然
豊
か
で
新
鮮
な
野

菜
・
魚
介
類
が
採
れ
、
豊
か
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

•
ふ
る
さ
と
納
税
で
安
田
町
の
知
名
度

が
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て
日
本
全
国

の
食
卓
を
支
え
て
く
だ
さ
い
。

•
日
本
酒
大
好
き
で
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

•
お
い
し
い
お
酒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

か
っ
た
の
で
お
酒
の
お
試
し
に
挑
戦
で

す
。
安
田
朗
く
ん
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

•
以
前
、
海
産
物
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
て
感
動
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
も
の

を
届
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
わ
ず

か
で
す
が
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

•
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
ペ
ー
ジ
で
初

め
て
安
田
町
を
知
り
ま
し
た
。
野
菜
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

•
安
田
朗
く
ん
は
可
愛
く
て
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
も
面
白
い
し
、
優
し
い
ア
ユ
さ
ん

な
の
で
大
フ
ァ
ン
で
す
！！
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
、
安
田
町
と
い
う
町
に
も
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
今
後
も
安
田

町
の
名
物
な
ど
注
目
し
て
い
き
ま
す
♪

•
豊
か
な
自
然
の
保
全
と
、
産
業
発
展

に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

•
日
本
の
農
業
を
し
っ
か
り
育
て
て
く

だ
さ
い
。

•
安
田
町
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
安
田
町
の
自
然
や

人
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
し
て
そ
こ
で
育

つ
子
ど
も
た
ち
や
青
年
の
教
育
に
少
し

で
も
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
く
ら

い
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
安
田
朗
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
今

年
の
夏
は
と
う
と
う
安
田
町
に
遊
び
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
自
然
豊
か
な
素
敵
な
安
田
町
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

•
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
活
気
あ
る

町
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
応
援
い
た
し
ま

す
。

•
素
晴
ら
し
い
景
色
、
お
い
し
い
も
の

の
数
々
、
親
切
な
人
た
ち
、
い
つ
ま
で

も
残
し
て
お
き
た
い
土
地
の
風
土
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
た
訪
れ
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

安田町へのふるさと納税の状況

寄付金額と件数 ふるさと納税された方の住所地（平成28年度）

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

件　数 金　　額

560,000円

2,005,000円

520,000円

920,000円

19,696,001円

85,564,816円

5件

8件

5件

12件

1,987件

8,196件

年　　度

ふるさと納税寄付者によるお礼の品
申込数ランキング（平成29年4月～10月時点）

１位

２位

３位

４位

５位

品　名

お米と野菜の詰め合わせ

安田町のトマト

安田町産 ヒノヒカリ15kg

期間限定 完熟マンゴー

自然薯とろろん一番

順位

　ふるさと納税とは、お世話になった地域や、「これから応援したい」「地域の力になりたい」という思いを実現

し、貢献するための制度です。

　安田町では、平成２７年１１月から、ふるさと納税される方が返礼品を選ぶことができる専用サイト（ふるさとチョイ

スなど）から申し込みができるように取り組んでいます。これにより、全国の方々から安田町にたくさんの応援をい

ただいています。

皆さんからの
応援メッセージ

関東
4,017件
49.0％

関東
41,156,700円

48.1％

近畿
1,845件
22.5％

近畿
20,669,700円

24.1％

近畿
20,669,700円

24.1％

中国 320件
3.9％

中国
3,507,536円

4.1％

中部
978件
11.9％

中部
9,423,780円

11.0％

中部
9,423,780円

11.0％

北海道 211件
2.6％

東北 181件
2.2％

北海道
2,194,100円

2.6％
東北

1,629,000円
1.9％

四国 280件
3.4％

九州・沖縄 364件
4.5％

四国
3,396,000円

4.0％

九州・沖縄
3,588,000円

4.2％
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～
徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・11月のお便り安田町ふるさと応援隊・11月のお便り
つれ  づれ

集落活動センターなかやま・応援隊への問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　　　　　　　   　☎３０－１７５０までお気軽に！ ^○^

☆中山健康教室開催中☆ 

　内容は「ピラティス」という健康体操です。

　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動です。

　日程は１１月６日（月）、１１月２０日（月）、時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターなかやまの活動

室です。参加費は無料、運動のできる服装で、床に敷くバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。 

小川獅子舞の学習

　９月１４日、安田小学校３年生が安田町の伝統芸能

に触れあう学習として、小川地区に伝わる伝統芸能

である小川獅子舞について学習しました。

　児童たちは、脈々と受け継がれてきた小川獅子舞

に興味津々で、熱心に紙垂の舞、盆の舞を学習して

いました。

　９月１０日、第４回全四国オープントーナメント葉山清流杯が、

葉山運動公園総合センター体育館で開催されました。

　県内外各道場から多くの選手が参加し、熱戦を繰り広げ、本町

拳法教室から１２人が出場し、活躍しました。

小川獅子舞の学習

よってん屋の開催は11月28日（火）です。
皆さまお気軽にお越しください。

組手

幼年の部

　 ３位　黒岩　怜央

　

小学3年生男子の部

　優勝　西山　侑志

小学3年生女子の部

　 ２位　安岡穂乃夏

　 ３位　中島　悠愛

小学6年生女子の部

　優勝　豊田　希花

型

小学3年生女子の部

　 ３位　安岡穂乃夏

修道館空手道選手権大会

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

11月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　1１月１６日（木） 　◆中山支所勤務日　　1１月２２日（水）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後 ２：００から ５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

し　で
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「女性の人権ホットライン」

強化週間

　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、個々の労働者と事業者との間で、

労働関係についての紛争が増加しています。高知労働局では、こうした個別労働紛争に

対する援助サービスを無料で提供し、解決に向けたお手伝いをしています。職場のトラ

ブルでお困りの方は「総合労働相談コーナー」をご活用ください。

職場のトラブルでお悩みの方は
「総合労働相談コーナー」へ！

●高知労働局では、県内すべての労働者に適用される「高知県最低賃金」を改正し、１０月１３日から施行されています。

●この決定により、１０月１３日以降分として労働者に支払う賃金は、１時間７３７円以上としなければなりません。

　　　　　問い合わせ先：高知労働局　　　　　☎０８８－８８５－６０２４

　　　　　　　　　　　　安芸労働基準監督署　☎３５－２１２８

最低賃金改正のお知らせ

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、女性の人権問題解消に向け、下記のとおり電話相談の強化週間

を実施します。期間中は、土・日曜日も相談をお受けします。また、平日は時間を延長し、午後７時まで相談をお受

けします。

１　実施期間　　平成２９年１１月１３日（月）から同月１９日（日）までの７日間

２　時　　間　　午前８時３０分から午後７時まで

　　　　　　　　ただし、土曜日・日曜日は午前１０時から午後５時まで

３　開設場所　　高知地方法務局人権擁護課（土・日は高松法務局人権擁護部）

４　電話番号　　0570（070）810（全国共通ナビダイヤル）
　　　　　　　　※一部のＩＰ電話からはご利用できない場合があります。

５　取扱内容　　ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー、離婚問題、暮らしの

悩みごとなど女性をめぐる人権問題

６　そ の 他　　相談は無料、秘密は厳守します

問い合わせ先：高知労働局総合労働相談コーナー

　　　　　　　　☎０８８－８８５－６０２７

　　　　　　　安芸総合労働相談コーナー（安芸労働基準監督署内）

　　　　　　　　☎３５－２１２８

問い合わせ先：高知地方法務局人権擁護課　☎０８８－８２２－３５０３

全 国 一 斉
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健 康 手 帳

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８

　特定健診を受けて、検査値に異常はありませんでしたか？

　安田町の特定健診の結果では、血糖値に異常がみられる方の割合が高く、複数の検査数値が高くなっている方

が多かったです。数値が気になる方は、食生活を見直してみましょう！

食事のとり方を考えてみませんか？ 　

食後の血糖値を抑える食べ方を心がけましょう！

１．菓子類は控え栄養バランスのよい食事を心がけましょう。（和食がおすすめです）

　　血糖値を急上昇させるのは、ごはんより砂糖などの単純糖質です。ジュース類は

砂糖を多く含むため、水分はお茶か水をとりましょう。

　　⇒安田町では、週３回以上食後間食する人の割合が高いです。

　　　（安田１４.４％、高知県１３.９％、国１１.１％）

2．食事は３食とるように心がけましょう。

　　食事を抜くと、血糖値の急上昇や急降下につながります。

　　⇒安田町では、週３回以上朝食を抜く人の割合が高いです。

　　　（安田町１１%、高知県７.５％、中芸９％）

3．食べる順番を工夫しましょう。

　　まずはじめに、野菜から食べ始めて、ごはんなどの主食を最後にとると食後の血

糖値の上昇が抑えられます。

＊安 田 町 で は、

血糖値に異常

がみられる方

が多かったで

す。

＊中芸地域では、

国や県と比較

するとほぼ全

ての数値が高

いようです。

（単位：％）
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困ってないかえ？ おしっこの悩み

　私たちは５月下旬、安田町で実習させていただきました。そのなかで、加齢に伴う尿漏れの悩みを抱えているという

お話を実際伺うことができました。国の調査１）では６５歳以上の男性で約１６％、女性で約３３％の方が尿漏れを経験し

ていると報告されています。そのため、高齢者の多い安田町（高齢化率４３.７％）では、実際に尿失禁に悩んでいる方が、

現在３００人ほどいらっしゃるものと考えられます。

　尿失禁はさまざまな原因によって起こります。加齢に伴い骨盤の筋力が低下することによって起こる尿失禁は女性に

多いですが、男性でも起こります。症状はくしゃみをしたときや、トイレに行くまで耐え切れず失禁してしまうことなど

があります。そのため外出を控えることで、人との交流の機会が減ったり、足腰の筋力が低下につながることがあります。

　尿失禁は日ごろからの体操で予防・改善することもできます。ぜひ行ってみてください！

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

やってみよう！骨盤底筋運動！

高知大学医学部看護学科4年　　　　　

赤松由里　伊藤彩美　吉門菜緒

引用文献　1）鈴木隆雄（2012）：超高齢社会の基礎知識、株式会社講談社、ｐ106

　地域の方のあたたかい協力があり、私たちは実

習を行うことができました。３日間という短い期間

でしたが、安田町が大好きになりました。ありがと

うございました。

①テーブルのそばに立ち両足、

両手を肩幅ぐらいに開き、テー

ブルに対し軽く前に傾いた姿

勢をとります。

後は、仰向けの②～④のステッ

プを行ってください。

①椅子に深く腰をかけ足を軽く

開きます。

後は、仰向けの②～④のステッ

プを行ってください。

①仰向けになります。足は肩幅に開いて膝を立てます。

②肛門や膣（睾丸）をお腹側に引き上げるように１０秒締めます。

③力を抜いて体をリラックスさせます。

④①～③を１０回程度繰り返します。

横になっているとき

立っているとき

①仰向け　②椅子

③テーブル  の順に

ステップアップ

しましょう！

座っているとき
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社協あったかふれあいセンター事業　11月の予定　　

13：30～

13：30～

10：00～

10：00～

13：30～

  9：30～

10：00～

13：30～

10：00～

13：30～

曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所

保健センター

福祉館　お休みします

東島老人憩いの家

集落活動センター

ふれあいセンター

保健センター

中村東集会所

唐浜老人里の家

福祉館

ふれあいセンター

間下集会所

保健センター

東島老人憩いの家　お休みします

せせらぎの郷小川

不動集会所

集落活動センター

和田集会所

唐浜老人里の家

東谷集会所

　詳しくは、

　町社会福祉協議会（☎38ー5500 担当：東・竹内）

　までお問い合わせください。

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレなど様々

な活動を行っています。

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

２９年

２８年

増減

２９年

２８年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

（１３３）１，４９１

（１８５）１，７６４

（△５２）△２７３

（  １  ）　 ２１

（  ３  ）　 ３５

（△２） △１４

（  ７  ） 　８４

（  ４  ） 　７０

（  ３  ） 　１４

（  ０  ）　   １

（  ０  ）  　 ４

（  ０  ）　△３

（  ９  ）　１０３

（  ７  ） 　９３

（  ２  ） 　１０

０

０

０

０

１０

５

１

０

９

６５

９月計

（１１７）１，３３１

（１６４）１，５７８

（△４７）△２４７

地
区
名

氏

　

　名

年

月

日

世
帯
主

続

柄

性
別

慶

弔

ニ

ュ

ー

ス

（
9

月
受
付
分
）

お

た

ん

じ

ょ

う

安

田

濱
口

　千
穂

　男

子

濱
口

　夏
桜

Ｈ
29
・
8
・
30

お

く

や

み

東

島

間

下

唐

浜

有
岡

　政
春

武
内

　市
惠

小
松

　義
明

男
８９
歳

女
８４
歳

男
７６
歳

本
人

本
人

本
人

有
岡

　政
春

武
内

　市
惠

小
松

　義
明

Ｈ
29
・
9
・
2

Ｈ
29
・
9
・
12

Ｈ
29
・
9
・
26

交通事故の概況
（平成２９年１月１日～９月３０日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は９月発生件数

（　）内は９月発生件数

※１、２は物損を除く

～行事予定～

11/ 1 （水） あったかコンサート（町文化センター　多目的ホール  13:30 ～ 15:00）

 （演奏…シロクマ楽団）

 シロクマ楽団とは…湘南を中心に活動し、首都圏・信州・関西から四国・中国・九州まで活動範囲は広く、ジャズ

やスタンダード、映画音楽やダンスミュージック、童謡唱歌や歌謡曲など幅広い音楽をカバーし、子どもから大人まで幅広

く楽しめるステージを行っています。

11/22（水） リハビリ講習（東島老人憩いの家 13：30 ～）

 理学療法士の町田先生（田野町のPLUS接骨院）による体を使った脳トレなどの認知症予防のための

トレーニング等を指導していただく予定です。

11/30（木） 野外研修【紅葉狩り】（町、唐浜　合同） 

 バスに乗ってお出かけします。詳しいことは社協までお問い合わせください。
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9月定例会

第 151 号

　9
月
12
日
開
会
。
条
例
制
定
、
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
4
会
計
の
決
算
認
定
等
を
審
議
、
1
氏
が
一
般
質
問
を

行
い
15
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

行
政
報
告
等
（
概
要
）

広
域
行
政
の

　
　
　
 
推
進
状
況

防
用
搬
送
車
は
、
８
月
１８
日
付
け

で
消
防
本
部
に
配
備
済
み
で
あ
る
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
７
月
に
介
護
保
険
料
の
本
賦
課

を
行
い
、
調
定
額
で
前
年
度
対
比

０.２
％
増
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
７
月
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は

９
２
３
人
で
、
５
月
給
付
ま
で
の

給
付
実
績
は
、
前
年
同
期
比
で
約

３.７
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
は
、
７
月
末
現
在
、
要
支
援
１
、

２
の
認
定
者
数
１
７
３
人
に
対
し
、

９４
件
の
介
護
予
防
支
援
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
翌
年
度
か
ら

の
「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

策
定
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
基
礎
資
料
収
集
等
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
火
葬
場
業
務
◆

　
７
月
末
の
火
葬
実
績
は
６０
件
で
、

前
年
同
期
比
２２
％
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
本
年
度
が
更
新
年
度
と
な
る
第

５
期
障
が
い
福
祉
計
画
、
障
が
い

者
計
画
策
定
に
向
け
、
現
計
画
の

進
捗
と
課
題
の
検
討
や
次
期
計
画

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
７
月
ま
で
の
営
業
概
況
は
、
輸

送
人
員
は
前
年
並
み
で
推
移
し
て

い
る
も
の
の
、
運
賃
収
入
は
前
年

同
期
を
約
１.４

％
上
回
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
、
定
期
外
の

輸
送
人
員
、
運
賃
収
入
が
、
と
も

に
約
５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
維
新
博
等
に
よ
る
観
光

路
線
と
し
て
の
誘
客
効
果
と
考
え

ら
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
、
沿
線

人
口
の
減
少
や
道
路
整
備
の
影
響

等
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
生
活
路
線
と
し
て

の
利
用
促
進
と
観
光
路
線
等
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

◆
広
域
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
本
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
等
の

税
外
債
権
を
加
え
、
７
月
末
現
在
、

６
市
町
村
か
ら
２
６
３
件
、
約
１

億
２
９
４
５
万
円
の
滞
納
事
案
の

移
管
を
受
け
、
約
２
８
１
４
万
円

の
収
入
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
う
ち
、
本
町
か
ら
の
移
管
分
は

２２
件
、
１
１
７
６
万
円
で
、
約
１

２
４
万
円
の
収
入
実
績
と
な
っ
て

い
る
。

◆
日
本
遺
産
の
活
用
◆

　
６
月
に
総
会
を
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
の
推
進
協
議
会
の
名
称
か
ら

「
中
芸
の
ゆ
ず
と
森
林
鉄
道
日
本
遺

産
協
議
会
」
へ
の
変
更
と
併
せ
、

組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
「
ブ

ラ
ン
ド
部
会
」「
活
性
化
部
会
」「
ゆ

ず
部
会
」
「
林
鉄
部
会
」
の
４
部
会

を
設
置
し
、
中
芸
５
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
、
遺
産
を
活
用
し
た
各

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
の
日
本
遺
産
魅
力
発

信
推
進
事
業
交
付
金
２
８
５
０
万

円
の
内
示
を
受
け
、
地
域
活
性
化

に
係
る
各
種
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
情
報
発
信
事
業
と
し
て
は
、
７

月
１
日
・
２
日
に
京
都
で
日
本
遺

産
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
中
芸

か
ら
も
３７
人
が
参
加
し
、
知
名
度

の
ア
ッ
プ
と
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
て
き
た
。
な
お
、
１０
月
１
日
に
は
、

地
域
内
外
へ
の
知
名
度
を
高
め
る

た
め
、
日
本
遺
産
認
定
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

◆
広
域
連
合
職
員
体
制
◆

　
昨
年
度
か
ら
募
集
を
続
け
て
い

た
、
事
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
７

月
１
日
付
け
で
１
人
を
雇
用
し
、

総
務
企
画
課
に
配
置
し
た
。

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
６
月
末
現
在
、
管
内
の
火
災
発

生
件
数
は
１
件
で
、
前
年
同
期
と

同
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
救
急
業
務
は
、
出
動
件
数
で
３０

件
、
搬
送
人
員
で
２７
人
の
減
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
配
備
予
定
の
消
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に
向
け
て
の
調
査
業
務
等
を
進
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
精
神
障
が
い
者
地
域
移

行
、
地
域
定
着
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
有
効
施
策
の
推
進
に
向
け
、

関
係
者
等
で
の
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
の
主
要
事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
事

業
を
含
め
、
早
期
実
施
に
努
め
て

お
り
、
遅
れ
の
出
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
も
、
鋭
意
事
前
対
応
に
努

め
、
順
次
実
行
に
移
し
て
い
く
。

◆
国
保
事
業
運
営
◆

　
国
保
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

３０
年
度
か
ら
国
保
財
政
が
県
に
一

元
化
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
県
と

市
町
村
で
新
制
度
で
の
運
営
方
針

を
協
議
し
て
き
た
が
、
先
月
に
県

か
ら
各
市
町
村
に
運
営
方
針
案
が

示
さ
れ
、
９
月
中
に
県
民
へ
の
意

見
公
募
が
実
施
さ
れ
る
。

　
本
町
で
は
、
住
民
１
人
当
た
り

の
医
療
給
付
費
が
高
額
な
た
め
、

財
政
負
担
が
増
額
と
な
る
こ
と
か

ら
、
町
国
保
運
営
協
議
会
に
国
保

税
率
見
直
し
を
諮
っ
た
う
え
で
、

開
始
し
て
い
る
。

　
環
境
制
御
等
先
進
技
術
導
入
事

業
に
つ
い
て
は
、
１３
戸
の
農
家
が

夏
の
農
閑
期
に
整
備
で
き
る
自
動

灌
水
、
自
動
天
窓
な
ど
の
整
備
を

順
次
進
め
て
お
り
、
今
後
の
生
産

量
拡
大
や
所
得
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

　
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
先
と

な
る
指
導
農
業
士
確
保
対
策
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
３
人
が
認
定
予

定
で
あ
り
、
今
回
の
認
定
に
よ
り
、

町
の
基
幹
品
目
で
あ
る
ナ
ス
・
ピ
ー

マ
ン
・
ト
マ
ト
・
ミ
ョ
ウ
ガ
生
産

農
家
で
の
指
導
者
が
確
保
で
き
、

幅
広
い
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
る
。

◆
道
路
整
備
等
の
状
況
◆

　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
つ
い
て
、
空
白
区
間
と
な
っ

て
い
る
四
国
東
南
部
の
整
備
促
進

に
向
け
、
７
月
に
「
国
道
５５

号
・

阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
」
に
よ
り
「
奈
半
利
〜

安
芸
」
間
の
計
画
段
階
評
価
の
早

期
完
了
、
事
業
化
等
に
つ
い
て
、

地
元
選
出
国
会
議
員
や
国
土
交
通

大
臣
、
財
務
省
等
、
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
８
月
末
に
は
、
町
議
会

で
も
議
員
活
動
・
研
修
の
一
環
と

し
て
、
地
元
選
出
国
会
議
員
や
国

議
会
に
も
説
明
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
医
療
費
削
減
対
策
と
し

て
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
集
団
健
診
で
の

受
診
者
数
が
前
年
と
同
程
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
強
め
て
い
く
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
７
月
ま
で
の
４
カ
月
間
で
、
１

５
３
０
件
、
約
１
５
０
５
万
円
の

実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
制
度
の
浸
透
に
よ
り
、

そ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

返
礼
品
競
争
の
過
熱
や
換
金
性
の

高
い
品
の
取
り
扱
い
を
問
題
視
し

た
総
務
省
か
ら
「
責
任
と
良
識
の

あ
る
対
応
」
を
徹
底
す
る
要
請
が

あ
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
返

礼
品
の
送
付
を
強
調
し
た
募
集
の

自
粛
や
返
礼
割
合
を
寄
付
額
の
３

割
以
下
と
す
る
な
ど
の
、
制
度
の

趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
本
町
と
し
て
も
、
１１
月
を
め
ど

に
対
応
を
図
る
予
定
だ
が
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
貴
重
な
自
主
財
源
の

確
保
と
併
せ
、
本
町
の
応
援
者
を

一
人
で
も
増
や
す
た
め
、
町
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
施
策
に
活
用
し
て

い
く
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
本
年
度
の
状
況
は
、
好
天
日
も

多
く
、
順
調
な
売
電
実
績
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
出
資
割
合
に
応
じ
た
本

町
へ
の
昨
年
度
の
配
当
金
相
当
額

は
、
５
４
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
配
当
金
相
当
額
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
積
立
方

式
か
ら
、
事
業
経
費
と
し
て
毎
年
度

直
接
収
入
す
る
方
式
に
変
更
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
収
入
金
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
基
金
の
設
置
に
よ
り

運
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
住
民
福
祉
、

経
済
活
性
化
対
策
な
ど
に
活
用
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

◆
新
庁
舎
建
設
◆

　
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
一
括
管

理
に
よ
る
高
い
品
質
の
確
保
と
コ

ス
ト
の
削
減
、
工
期
の
短
縮
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
設
計
と
施
工

を
一
体
的
に
発
注
す
る
こ
と
と
し

て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

発
注
の
た
め
の
実
施
要
領
を
策
定

し
て
お
り
、
９
月
中
旬
頃
か
ら
、

一
般
か
ら
の
公
募
に
よ
る
技
術
提

案
の
募
集
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
学
識

経
験
者
や
行
政
関
係
者
等
か
ら
な

る
審
査
委
員
会
に
よ
り
、
事
業
者

か
ら
の
技
術
提
案
を
審
査
し
、
年

度
末
を
め
ど
に
、
事
業
者
を
選
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
分
水
影
響
緩
和
の
た
め
、
流
水

の
復
元
に
直
接
資
す
る
事
業
に
係

る
、
平
成
２９
年
度
の
諸
対
策
事
業

へ
の
電
源
開
発
㈱
の
応
分
の
負
担

に
つ
い
て
は
、
８
月
開
催
の
幹
事

会
に
お
い
て
、
東
島
、
唐
浜
用
水

路
改
修
工
事
、
安
田
地
区
簡
易
水

道
整
備
事
業
が
対
象
事
業
と
し
て
、

約
４
５
０
０
万
円
の
提
示
が
あ
り
、

今
後
、
平
成
３０
年
度
か
ら
の
５
カ

年
の
事
業
計
画
を
含
め
、
分
水
対

策
委
員
会
や
関
係
機
関
の
意
見
な

ど
を
斟
酌
し
た
う
え
で
、
安
田
川

分
水
連
絡
協
議
会
で
確
認
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
土
佐
あ
き
農
協
と
の
連
携
で
進

め
て
い
た
、
新
規
就
農
者
等
の
実

践
を
積
む
研
修
ハ
ウ
ス
整
備
が
、

８
月
上
旬
に
完
成
し
、
町
内
受
入

農
家
で
の
研
修
を
終
え
た
新
規
就

農
者
が
、
２
年
間
の
実
践
経
営
を

行
う
た
め
に
借
り
受
け
、
営
農
を

町
営
事
業
の

　
　
　

 
進
捗
状
況
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交
省
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
際
、
地
域
の
実
情
等
、

切
な
る
思
い
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、

大
臣
政
務
官
か
ら
一
歩
進
ん
だ
回

答
も
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

と
も
、
早
期
の
全
線
開
通
に
向
け
、

機
会
あ
る
ご
と
に
関
係
機
関
へ
の

働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
県
道
安
田
東
洋
線
の
馬

路
村
平
瀬
地
区
に
お
い
て
、
山
腹

崩
壊
に
よ
る
通
行
止
め
が
頻
発
し

て
お
り
、
住
民
生
活
に
支
障
を
来

し
て
い
る
状
況
か
ら
、
県
道
安
田

東
洋
・
魚
梁
瀬
公
園
線
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
で
、
県
に
対
し
、
早

急
な
復
旧
を
働
き
掛
け
る
と
と
も

に
、
通
行
不
能
時
の
迂
回
路
確
保

と
し
て
、
林
道
中
芸
北
上
線
の
早

期
開
通
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

◆
地
域
公
共
交
通
◆

　
現
在
、
安
芸
・
甲
浦
間
、
安
芸
・

魚
梁
瀬
間
を
東
部
交
通
の
路
線
バ

ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、
利
用
率

の
減
少
に
伴
う
便
数
の
削
減
や
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
移
動

手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
等
が
、

乗
車
場
所
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
日
々
の
買
い
物
や

通
院
等
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

つ
い
て
は
、
唐
浜
の
サ
テ
ラ
イ
ト

安
田
の
駐
車
場
の
活
用
策
と
し
て
、

施
設
所
有
者
と
地
元
地
権
者
の
協

力
を
得
て
、
ロ
ー
ソ
ン
高
知
が
出

店
の
運
び
と
な
り
、
１１
月
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
経
営
者
に
つ
い
て
も
、
県

外
か
ら
の
移
住
希
望
が
あ
っ
て
い

る
。

◆
行
政
訴
訟
の
状
況
◆

　
７
月
に
住
民
監
査
請
求
者
か
ら

高
知
地
方
裁
判
所
に
提
訴
が
あ
っ

た
、
安
田
第

一
土
地
改
良

区
に
対
す
る

助
成
金
住
民

訴
訟
事
件
に

つ

い

て

は
、

答
弁
書
提
出

後
、
８
月
２９

日
に
第
１
回

口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
、
答

弁
書
に
対
す

る
原
告
再
反

論

と

し

て
、

１１
月
に
第
２

回
口
頭
弁
論

が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
生
活
交
通
の
現
状

把
握
と
課
題
抽
出
等
に
よ
り
、
今

後
の
移
動
手
段
の
提
供
に
つ
な
げ

る
た
め
の
資
料
、
基
礎
デ
ー
タ
収

集
を
目
的
と
し
た
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
日
本
有
数
の
政

策
立
案
等
研
究
機
関
と
連
携
し
、

諸
課
題
の
解
決
や
新
た
な
事
業
展

開
へ
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、
地

域
公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
結
果

も
、
貴
重
な
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て

活
用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
移
住
・
定
住
促
進
対
策
◆

　
新
規
就
農
希
望
者
や
移
住
希
望

の
単
身
者
向
け
の
短
期
的
な
移
住

促
進
住
宅
を
、
安
田
駐
在
所
北
側

に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
、
年
度

内
完
成
に
向
け
、
現
在
、
設
計
業

務
を
委
託
し
て
い
る
。

◆
南
海
地
震
・
防
災
対
策
◆

　
大
規
模
災
害
時
の
優
先
的
実
施

業
務
の
特
定
と
執
行
体
制
、
手
順

等
を
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
せ
る

た
め
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定
中

で
あ
り
、
合
わ
せ
て
、
職
員
の
初

動
対
応
に
つ
い
て
、
研
修
や
訓
練

に
よ
る
対
応
力
の
強
化
等
、
効
果

的
な
職
員
の
能
力
構
築
の
た
め
の

基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
の
発
生
等
を
踏
ま
え
、
安
田

川
沿
い
で
大
規
模
土
砂
災
害
に
よ

る
河
道
閉
塞
を
想
定
し
た
、
安
田

川
流
域
大
規
模
土
砂
災
害
合
同
対

応
訓
練
が
、
四
国
地
方
整
備
局
、

高
知
県
共
催
に
よ
り
、
本
町
と
馬

路
村
を
対
象
に
１１
月
に
実
施
さ
れ

る
。

　
平
成
３４
年
度
に
更
新
期
限
を
迎

え
る
、
防
災
行
政
無
線
子
局
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

実
施
設
計
を
発
注
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

◆
姉
妹
都
市
交
流
◆

　
本
年
１
月
に
ス
ペ
イ
ン
国
モ
ン

テ
フ
リ
オ
町
長
か
ら
、
今
後
の
友

好
を
深
め
た
い
と
の
書
簡
と
モ
ン

テ
フ
リ
オ
へ
の
招
待
状
が
届
き
、

協
議
を
進
め
る
中
、
姉
妹
町
提
携

に
積
極
的
で
あ
る
旨
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　
モ
ン
テ
フ
リ
オ
は
、
人
口
約
６

２
０
０
人
で
、
オ
リ
ー
ブ
生
産
が

盛
ん
な
経
済
の
９０
％
を
農
業
が
占

め
る
農
業
立
町
で
あ
る
と
と
も
に
、

ス
ペ
イ
ン
で
最
も
美
し
い
白
い
村

と
し
て
、
日
本
人
観
光
客
が
多
く

訪
れ
る
町
で
も
あ
り
、
現
在
、
両

町
の
特
産
品
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
と

ユ
ズ
に
よ
る
商
品
開
発
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
な
お
、
相
手
方
と
の
日
程
調
整

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
１０
月
中
旬

に
訪
問
し
、
今
後
の
交
流
に
向
け

た
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
県
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
モ
ン
テ
フ
リ
オ
と
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
誘
致
◆

　
住
民
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
誘
致
に

建設の進むコンビニエンスストア（唐浜）



㉗ 議 会 だ よ り 平成29年（2017） 11 月 1 日No.623

　
ま
た
、
第
一
審
の
請
求
却
下
判

決
を
不
服
と
し
て
、
高
松
高
等
裁

判
所
に
控
訴
さ
れ
た
、
議
会
一
般

質
問
に
係
る
国
家
賠
償
請
求
事
件

に
つ
い
て
は
、
８
月
８
日
に
「
本

件
控
訴
は
棄
却
す
る
」
と
の
判
決

が
あ
っ
た
が
、
判
決
を
不
服
と
し

て
、
８
月
２４
日
付
け
で
、
最
高
裁

判
所
へ
の
上
告
提
起
が
行
わ
れ
て

い
る
。

◆
町
職
員
の
新
規
採
用
◆

　
町
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
町

職
員
を
５８

人
体
制
と
定
め
る
中
、

現
職
員
数
は
、
再
任
用
職
員
を
含

め
、
５４
人
で
あ
り
、
今
後
、
地
方

創
生
の
実
現
や
産
業
振
興
対
策
を

は
じ
め
、
広
域
業
務
へ
の
職
員
派

遣
等
、
事
務
事
業
の
多
種
多
様
化
、

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
充
実
を

図
る
た
め
、
一
般
行
政
職
の
募
集

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
国
・
県
の
状
況
◆

　
国
の
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養

成
や
安
心
し
て
教
育
の
受
け
ら
れ

る
環
境
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る

起
債
の
償
還
完
了
等
も
あ
り
、
昨

年
度
を
１.１
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
３
カ

年
平
均
で
３.１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
質
赤
字
比
率
や
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
将
来
負
担
比
率
は
マ
イ

ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
企
業
（
簡

水
）
会
計
の
資
金
不
足
比
率
も
不

足
額
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

近
年
実
施
し
た
大
規
模
事
業
の
償

還
が
始
ま
り
、
数
値
の
悪
化
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
計

画
時
点
で
実
質
公
債
費
比
率
を
判

断
基
準
に
置
い
て
、
事
業
の
取
捨

選
択
に
努
め
て
い
く
。

　
「
住
民
の
声
が
し
っ
か
り
届
く
、

住
民
の
目
線
に
立
っ
た
・
住
民
と

共
に
歩
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
開
か
れ
た
町
政
運
営
、

住
民
と
の
対
話
を
基
本
に
実
施
し

て
き
た
町
長
室
の
「
一
日
開
放
」

と
中
山
支
所
で
の
執
務
に
つ
い
て

は
、
８
月
ま
で
に
延
べ
２６
人
の
訪

問
が
あ
り
、
町
政
へ
の
意
見
や
要

望
を
直
接
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
も
、
住
民
に
気
軽
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
周
知
に
努

め
、
貴
重
な
意
見
を
町
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

「
教
育
再
生
」
実
現
の
た
め
の
施
策

が
重
点
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
で
は
「
教
育
等
の
振

興
に
関
す
る
大
綱
」
及
び
「
第
２

期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
踏
ま

え
、
教
員
が
一
層
の
指
導
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
力
量
の

み
に
頼
ら
ず
、
教
員
同
士
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
主
体
的
に
学
び
合
う

こ
と
に
よ
り
、
組
織
的
に
授
業
力

の
向
上
や
生
徒
指
導
の
充
実
を
図

る
な
ど
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
構
築

等
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

◆
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
◆

　
目
指
す
方
向
性
は
国
・
県
と
同

様
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
チ
ー

ム
力
を
高
め
、
社
会
情
勢
の
変
化

の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、

「
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
学
校
教
育
で
は
、

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
、

社
会
教
育
で
は
、
自
ら
進
ん
で
学

ぶ
生
涯
教
育
等
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

◆
学
校
教
育
◆

　
学
校
教
育
で
は
、
県
補
助
事
業

を
最
大
限
活
用
し
、
外
部
講
師
を

招
き
な
が
ら
、
自
ら
課
題
を
見
い

だ
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
知
識

や
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
や
主
体

的
・
協
働
的
に
物
事
の
本
質
を
見

い
だ
し
て
い
く
よ
う
な
学
習
活
動

を
行
う
た
め
に
、
指
導
方
法
の
改

善
へ
の
組
織
的
な
取
り
組
み
や
複

数
教
員
に
よ
る
細
や
か
な
指
導
と

学
習
習
慣
の
定
着
を
進
め
て
い
る
。

　
毎
年
４
月
に
実
施
さ
れ
る
全
国

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
国
の

集
計
結
果
で
は
、
小
中
学
校
と
も

に
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
よ
る
基
礎
基
本
の

定
着
が
進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。

　
一
方
で
、
知
識
を
活
用
し
た
思

考
力
や
表
現
力
に
は
、
依
然
課
題

が
残
る
状
況
か
ら
、
授
業
改
善
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　
教
育
環
境
の
充
実
、
改
善
で
は
、

小
学
校
の
全
学
年
教
室
の
照
明
器

具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
整
備
を
夏
休
み
期

間
中
に
完
了
し
て
お
り
、
併
せ
て

園
児
の
健
康
管
理
と
保
育
環
境
改

善
の
た
め
、
７
月
に
さ
く
ら
園
に
冷

暖
房
設
備
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

◆
社
会
教
育
◆

　
社
会
教
育
で
は
、
有
形
無
形
の

文
化
財
・
文
化
の
保
存
、
継
承
と

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
町
お
こ
し
や

地
域
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
経
済
の

振
興
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
「
和
」

で
は
、
第
１
弾
の
好
評
を
受
け
、

現
在
「
石
田
英
吉
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
企
画
展
の
第
２
弾
「
明

治
国
家
建
設
編
」
を
開
催
中
で
あ

り
、
町
文
化
振
興
企
画
員
に
よ
る

藩
政
時
代
に
活
躍
し
た
郷
土
の
偉

人
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
整
理

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。

　
２４
回
目
と
な
る
「
寧
浦
全
国
色

紙
展
」
は
、
本
年
も
３
町
村
合
同

書
画
展
と
し
て
１２
月
２
日
〜
１０
日

の
開
催
予
定
で
、
現
在
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

よ
り
定
着
し
て
き
た
「
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
」
や
「
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
」
は
着
実
に

成
果
を
上
げ
て
お
り
、
引
き
続
き

運
営
体
制
の
強
化
と
推
進
に
努
め

て
い
る
。

　
平
成
２８
年
度
の
実
質
公
債
費
比

率
は
、
起
債
借
入
の
抑
制
や
高
額

教
育
行
政
の
状
況

な
ご
み

財
政
健
全
化

　
　

 
判
断
比
率
等

開
か
れ
た

　
　
　

 

町
政
運
営
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質

疑

◆
安
田
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進

基
金
条
例
◆

　
民
間
事
業
者
と
の
共
同
出
資
に

よ
る
、
㈱
や
す
だ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー

で
の
大
規
模
発
電
事
業
収
益
に
つ

い
て
、
現
行
の
繰
越
欠
損
解
消
後

に
配
当
を
行
う
取
り
扱
い
か
ら
、

売
電
収
益
の
早
期
還
元
を
行
う
取

り
扱
い
に
変
更
し
、
収
入
金
を
基

待
し
て
い
る
か
。

答
　
ま
ず
、
相
手
方
の
真
意
の
確

認
の
た
め
に
も
、
今
回
の
訪
問
を

計
画
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
今
後
の
交
流
に

つ
い
て
は
、
大
き
く
違
う
で
あ
ろ

う
文
化
面
や
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
交

流
も
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

日
本
遺
産
認
定
に
伴
う
ユ
ズ
の
振

興
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
交
流

を
通
じ
て
、
国
外
へ
の
消
費
拡
大

も
図
っ
て
い
き
た
い
。

審
議
結
果
…
3
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

金
と
し
て
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
等
の
事
業
財

源
と
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員

賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
税
条
例

の
一
部
改
正
◆

　
地
方
税
法
の
改

正
等
に
伴
い
、
町

税
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
で
、
個

人
住
民
税
に
お
け

る
控
除
対
象
配
偶

者
の
名
称
変
更
と
軽
自
動
車
税
の

税
率
の
特
例
に
つ
い
て
、
条
文
整

理
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
安
田
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
◆

　
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
町
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
で
、
個
人
情
報
の
定
義
の
明

確
化
を
図
る
た
め
、
情
報
の
対
象

と
な
る
個
人
識
別
符
号
の
条
例
上

へ
の
位
置
づ
け
と
併
せ
、
慎
重
な

取
り
扱
い
を
要
す
る
要
配
慮
個
人

情
報
の
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
2
（
国
保
、
簡
水
）
会
計
補

正
予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
5
号
）

　
本
年
度
事
業
に
係
る
追
加
、
変

更
措
置
を
行
う
も
の
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
職
員
の
人
事
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
の
減
額

○
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
経
費
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
シ
ス

テ
ム
改
修
等
、
物
件
費
の
追
加

○
森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会
等

へ
の
負
担
金
追
加

○
移
住
促
進
住
宅
整
備
工
事
等
、

建
設
事
業
費
の
追
加

○
ふ
る
さ
と
納
税
、
太
陽
光
発
電

事
業
収
益
金
の
基
金
へ
の
積
立

金
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　30
億
1
9
0
0
万
円

◎
国
保
会
計
（
第
1
号
）

　
療
養
給
付
費
交
付
金
等
の
前
年

度
精
算
に
伴
う
国
庫
支
出
金
等
返

還
金
等
の
追
加

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　6
億
1
9
6
5
万
円

◎
簡
水
会
計
（
第
1
号
）

　
人
件
費
の
追
加
等

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　2
億
8
9
8
5
万
円

問

　モ
ン
テ
フ
リ
オ
町
と
の
交
流

の
経
緯
と
訪
問
予
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
　
ス
ペ
イ
ン
在

住
の
県
出
身
者
か

ら
紹
介
の
あ
っ
た

も
の
で
、
農
業
立

町
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
特
産
品
で
あ

る
、
ユ
ズ
等
で
の

産
業
交
流
を
主
に

考
え
て
お
り
、
今

回
、
町
長
、
担
当

課
長
、
関
係
機
関

と
し
て
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
か
ら
の
３
人

で
の
訪
問
を
予
定

し
て
い
る
。

問

　今
回
の
交
流

に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
効
果
を
期

内

容 補

正

予

算

内

容

内

容

内

容
条
例
制
定
・
改
正

㈱やすだソーラーパワーの大規模発電施設（大野地区）

移住促進住宅建設予定地（西島）
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
（
抜
粋
）

　
平
成
２８
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
４
会
計
（
国
保
・
後
期

高
齢
・
簡
水
・
土
地
開
発
）
の

歳
入
歳
出
決
算
を
審
査
し
た
結

果
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は

総
体
的
に
は
、
概
ね
適
正
か
つ

効
率
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
成
果
は
認
め
ら
れ
る
。

　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
の
４.２
％
よ
り
１.１
ポ

イ
ン
ト
下
が
り
３.１
％
と
財
政
の

好
転
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
２
会
計
の
地
方

債
の
年
度
末
償
還
元
金
は
３８
億

３
１
４
２
万
８
千
円
で
津
波
避

難
タ
ワ
ー
整
備
な
ど
の
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
や
道
路
橋
梁
整

備
事
業
等
へ
の
財
源
充
当
に
伴

い
、
前
年
度
よ
り
１
億
４
６
８

５
万
６
千
円
増
加
し
て
お
り
、

過
年
度
に
実
施
し
た
安
田
中
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
や
安

田
川
橋
架
け
替
え
工
事
等
の
大

型
建
設
事
業
の
元
金
償
還
開
始

に
伴
い
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、

増
加
に
転
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
等
の
進
行
に
よ
り
地
域
経
済

の
低
迷
が
続
く
中
、
町
税
全
般

に
わ
た
り
税
収
の
伸
び
は
期
待

で
き
ず
、
ま
た
、
歳
入
の
半
数

近
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
も
、

平
成
２７
年
度
の
国
勢
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
人
口
急
減
補
正
に

係
る
補
正
幅
の
拡
大
な
ど
の
措

置
は
あ
る
も
の
の
、
算
定
要
素

と
な
る
基
礎
数
値
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
一
方
、
医
療
や
介
護

な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
加
や

南
海
地
震
対
策
、
庁
舎
建
て
替

え
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
等

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
よ
り

厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
思
料
さ

れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
新
庁
舎
建
設
計

画
に
つ
い
て
は
、
住
民
合
意
の

形
成
に
意
を
配
し
、
今
後
に
お

い
て
も
、
町
債
残
高
と
実
質
公

債
費
比
率
の
推
移
を
注
視
し
つ

つ
、
自
主
財
源
や
依
存
財
源
の

積
極
的
な
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
需
要
に
対
応
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
運
用

し
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
に
重

点
を
置
い
た
行
財
政
運
営
を
行

い
、
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
す

る
よ
う
に
望
む
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
収
入
未
済
金
は
、
安

芸
広
域
租
税
債
権
管
理
機
構
の

活
用
等
に
伴
う
徴
収
率
向
上
に

よ
っ
て
、
減
少
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
１
億
３
０
６
万
７
千
円
と
、

依
然
と
し
て
１
億
円
を
超
す
大

き
な
額
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
徴

収
分
に
つ
い
て
も
巡
回
徴
収
や

法
的
措
置
な
ど
、
そ
の
徴
収
努

力
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、

公
平
性
と
自
主
財
源
確
保
の
た

め
、
引
き
続
き
収
入
未
済
額
の

縮
減
に
向
け
て
、
税
等
滞
納
整

理
本
部
を
機
能
さ
せ
、
関
係
各

課
の
徴
収
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
租
税
債
権
管
理
機
構

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ

ら
に
一
層
の
対
応
措
置
を
望
む
。

質

疑

◆
平
成
28

年
度
町
一
般
会
計
及
び

特
別
4
（
国
保
・
後
期
高
齢
・
簡
水
・

土
地
開
発
）
会
計
の
決
算
認
定
◆

　
平
成
２８
年
度
決
算
額
は
、
５
会

計
歳
入
総
額
が
３８
億
７
２
７
３
万

１
千
円
、
歳
出
総
額
が
３７
億
７
２

５
８
万
４
千
円
で
あ
り
、
各
会
計

の
決
算
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

問

　ご
め
ん
・
な
は
り
線
の
高
架

橋
で
は
、
大
雨
時
等
に
橋
桁
の
継

ぎ
目
か
ら
大
量
の
雨
水
が
滴
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。
高
架
下
の
利

用
に
も
支
障
が
あ
り
、
事
業
者
に

改
修
を
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
、

こ
う
し
た
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
改
修
等
の
指
導
は
行
っ

て
い
る
か
。

答
　
状
況
は
把
握
し
て
お
り
、
改

善
の
働
き
掛
け
は
し
て
い
る
が
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
な
お
、
ご
め
ん
・
な
は
り
線

活
性
化
協
議
会
の
幹
事
会
の
場
で

も
、
改
修
の
提
言
を
し
て
い
く
。

問

　太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

開
始
当
初
と
現
在
で
は
、
説
明
さ

れ
る
売
電
価
格
が
違
っ
て
い
る
。

ま
た
、
情
勢
の
変
化
等
か
ら
、
配

当
金
相
当
額
の
取
扱
方
法
も
変
更

さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
経
営
状

況
も
含
め
、
他
町
村
と
比
較
し
て

ど
う
か
。

答
　
売
電
価
格
の
差
は
、
消
費
税

率
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
事

業
開
始
時
の
基
準
単
価
４０
円
／
ｋｗｈ

に
変
更
は
な
く
、
２０
年
間
固
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
配
当
金
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
点
時
点
で
有
利
な
方
法
を

選
択
し
て
き
た
も
の
で
、
発
電
状

況
も
計
画
時
以
上
の
実
績
で
推
移

し
て
お
り
、
経
営
は
順
調
で
あ
る
。

な
お
、
他
町
村
に
つ
い
て
は
、
事

業
所
の
設
置
方
法
や
契
約
内
容
も

違
う
た
め
、
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
情
報
共
有
等
、
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

　唐
浜
の
サ
テ
ラ
イ

ト
交
付
金
は
、
当
初
か

な
り
の
収
入
が
あ
っ
た

よ

う

に

思

う
。
近

年
、

目
立
っ
た
数
字
が
見
え

な
い
が
、
交
付
金
の
算

定
基
準
は
何
か
。

答
　
売
り
上
げ
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
る
も
の
で
、

売
り
上
げ
の
減
少
に
伴

い
減
っ
て
は
い
る
が
、

場
外
車
券
売
場
交
付
金

の
名
称
で
、
約
３
８
０

万
円
の
収
入
が
あ
っ
て

い
る
。

内

容 決

　

　算

著しい漏水箇所のある鉄道高架橋
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備　　　考

（   ）は、早期健全化基準 〔   〕は、経営健全化基準

資 　 金 　 不  　足  　比　  率健　 全 　化 　判 　断 　比　 率

平成28年度健全化判断比率及び資金不足比率

（単位：％）

実質赤字比率

─

（15.0）

連結実質
赤字比率

─

（20.0）

実質公債費比率

3.1

（25.0）

将来負担比率

─

（350.0）

簡易水道事業
特 別 会 計

─

〔20.0〕

別表　　平成28年度歳入歳出決算額

区　　　　　分 予 算 現 額

（単位：円・％）

歳入歳出差引額
歳　　入 

決　　　算　　　額 　執 行 率 

歳　　出 歳 入 歳 出 

3,242,617,000

616,000,000

48,800,000

180,250,000

3,400,000

848,450,000

4,091,067,000

3,038,718,007

605,306,980

48,410,313

177,203,070

3,092,446

834,012,809

3,872,730,816

90.81

97.35

98.65

98.27

88.65

97.58

92.22

93.71

98.26

99.20

98.31

90.95

98.30

94.66

94,058,432

5,659,465

270,474

80,079

78,312

6,088,330

100,146,762

2,944,659,575

599,647,515

48,139,839

177,122,991

3,014,134

827,924,479

3,772,584,054

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 小 計

合 計

◆
ビ
キ
ニ
核
被
災
事
件
に
つ
い
て
、

日
本
政
府
は
保
管
し
て
い
た
資
料

に
基
づ
き
、
全
国
の
元
乗
組
員
の

実
態
調
査
を
行
い
、
必
要
な
救
済

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
◆

　
１
９
５
４
年
３
月
１
日
か
ら

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で

開
始
さ
れ
た
米
国
の
水
爆
実
験

（
キ
ャ
ス
ル
作
戦
）
で
、
第
五
福
竜

丸
の
他
約
１
０
０
０
隻
に
及
ぶ
被

災
船
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
米
両
政
府
は
、

水
爆
実
験
に
よ
る
被
災
船
や
乗
組

員
の
被
災
状
況
を
調
査
し
、
対
策

を
講
ず
る
こ
と
な
く
、
１
９
５
５

年
１
月
に
政
治
決
着
し
ま
し
た
。

以
来
、
６０
年
余
に
わ
た
り
被
災
し

た
マ
グ
ロ
船
や
貨
物
船
の
乗
組
員

に
対
す
る
救
済
措
置
は
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
厚
労
省
は
、
２
０
１
４
年
９
月

１９
日
と
２９
日
に
、
そ
れ
ま
で
保
管

し
て
い
た
元
マ
グ
ロ
船
員
や
マ
グ

ロ
船
の
被
災
資
料
を
開
示
し
ま
し

た
。
厚
労
省
は
開
示
し
た
資
料
に

基
づ
き
、
関
係
都
道
府
県
並
び
に

漁
協
組
合
な
ど
と
連
絡
を
取
り
、

問

　キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
料

は
、
高
額
で
あ
る
が
、
算
定
基
準

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

他
の
指
定
管
理
施
設
に
同
様
の
も

の
は
あ
る
か
。

答
　
瀬
切
部
落
管
理
組
合
を
指
定

管
理
者
と
し
て
、
管
理
料
月
額
２５

万
２
千
円
と
、
年
間
利
用
者
収
入

が
３
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
、

超
過
額
に
対
し
、
歩
合
制
で
の
支

払
い
と
し
て
い
る
。
他
の
施
設
で

管
理
費
を
支
払
い
し
て
い
る
施
設

は
な
い
。

問

　キ
ャ
ン
プ
場
管
理
料
の
支
払

先
や
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
支
払
先
は
、
指
定
管
理
者
で

あ
る
瀬
切
地
区
で
あ
り
、
２５
万
２

千
円
の
中
で
、
管
理
人
の
給
料
で

あ
っ
た
り
、
清
掃
委
託
の
賃
金
や

消
耗
品
な
ど
の
管
理
雑
費
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

問

　キ
ャ
ン
プ
場
管
理
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
管
理
規
約
を
策
定
し
、

監
事
等
の
役
員
も
定
め
て
い
る
も

の
の
、
監
査
を
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
も
聞
く
が
、
そ
の
辺
は
ど
う

か
。

答
　
住
民
目
線
に
立
っ
て
、
指
導

す
べ
き
と
こ
ろ
は
指
導
し
、
公
平

性
が
保
て
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問

　町
有
土
地
に
つ
い
て
の
明
細

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
数
年
間
、

面
積
に
変
動
が
な
い
。
ま
た
、
山

林
も
山
林
と
あ
る
だ
け
で
、
植
林

な
の
か
、
雑
木
な
の
か
、
ま
た
、

分
収
林
も
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
い
っ

た
樹
種
ま
で
分
か
ら
な
い
。
塩
漬

け
土
地
の
問
題
も
あ
り
、
整
理
で

き
る
も
の
は
整
理
す
べ
き
で
な
い

か
。

答
　
木
の
種
別
や
植
林
の
年
数
等

は
調
査
で
き
て
お
ら
ず
、
改
め
て

回
答
し
た
い
。
そ
の
他
の
土
地
に

つ
い
て
は
、
公
会
計
整
備
と
し
て

全
筆
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
活
用
す
べ
き
土
地
と
不
要
な

土
地
を
整
理
し
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

問

　レ
ン
タ
ル
畜
舎
に
つ
い
て
は

完
成
し
、
既
に
新
規
就
農
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
付
近
を

通
っ
た
時
に
、
道
路
か
ら
眺
め
て

も
牛
の
姿
が
見
え
な
い
が
、
施
設

で
の
牛
の
飼
育
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
購
入
し
た
牛
が
子
牛
で
小
さ

く
、
施
設
の
腰
壁
等
も
あ
り
確
認

し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
５０
頭
計
画

で
、
現
在
、
２６
頭
が
飼
育
さ
れ
て

い
る
。

審
議
結
果
…
5
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
認
定
）

意

　見

　書
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で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

　
平
成
２９
年
度
税
制
改
正
大
綱
に

お
い
て
、
「
市
町
村
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要

な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
個
人
住

民
税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活
用
を

含
め
、
都
市
・
地
方
を
通
じ
て
国

民
に
等
し
く
負
担
を
求
め
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
森
林
環
境
税
（
仮

称
）
の
創
設
」
に
関
し
、
「
平
成
３０

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を

得
る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
は
か
る
た
め
の
「
全
国

森
林
環
境
税
」
の
早
期
導
入
を
強

く
求
め
る
。

◆
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
第
2
条
に
規
定
す
る
国
の
負

担
割
合
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例

の
継
続
等
に
関
す
る
意
見
書
◆

　
安
田
町
は
、
高
知
県
東
部
に
位

置
し
、
北
は
雄
大
な
四
国
山
地
を

背
に
し
、
沿
岸
部
は
、
黒
潮
豊
か

な
太
平
洋
に
面
し
て
お
り
、
多
く

の
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
温
暖
で
湿

潤
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
豊
富
な
自
然

環
境
を
活
か
し
、
農
林
漁
業
や
観

光
振
興
事
業
の
強
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　
ま

た
、
山

間

部

は
、
急

峻

で
、

地
質
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
土
砂
災

害
に
備
え
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
避
難

道
路
等
、
沿
岸
部
で
は
、
発
生
す

れ
ば
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

と
し
て
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
避

難
路
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
効
果
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
道

路
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
取
り

組
み
に
合
わ
せ
た
町
道
の
改
良
や

防
災
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
通
勤
・
通
学
、
買
い
物

等
の
た
め
に
、
地
域
の
隅
々
ま
で

張
り
巡
ら
さ
れ
た
生
活
道
路
を
、

町
民
が
日
常
的
に
、
安
全
・
安
心

し
て
利
用
で
き
る
状
態
を
確
保
す

る
た
め
、
維
持
管
理
や
老
朽
化
対

策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
道
路

整
備
事
業
に
係
る
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
道
路
の
整
備
や
維
持
管

理
等
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

　
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
と
想
定
さ
れ
て
い
る
中
に
お
い

て
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
日
常
の
安
全
・
安

市
町
村
が
、
森
林
吸
収
源
対
策
及

び
担
い
手
の
育
成
等
、
山
村
対
策

に
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
恒

久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に

不
足
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
・
与
党

は
『
平
成
２９
年
度
税
制
改
正
大
綱
』

に
お
い
て
、
「
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に

必
要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
個

人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活

用
を
含
め
、
都
市
・
地
方
を
通
じ

て
国
民
に
等
し
く
負
担
を
求
め
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
森
林
環
境
税

（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け
て
、
地
方

公
共
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
具
体
的
な
仕
組
み
等
に
つ
い

て
総
合
的
に
検
討
し
、
平
成
３０
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得

る
」
と
の
方
針
を
示
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
山
村
地
域
の
市
町

村
に
よ
る
森
林
吸
収
源
対
策
の
推

進
や
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保

な
ど
の
取
り
組
み
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
み
な
ら
ず
、
国
土
の
保

全
や
地
方
創
生
等
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
市
町

村
の
財
源
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
下
記
の
制
度
創
設
に

つ
い
て
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の

全
国
の
元
乗
組
員
の
実
態
調
査
を

直
ち
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
高
知
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
２

０
１
５
年
か
ら
県
内
３
カ
所
で
元

乗
組
員
の
健
康
調
査
並
び
に
内
部

被
ば
く
に
関
す
る
研
究
報
告
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１

６
年
９
月
議
会
で
尾
﨑
正
直
知
事

は
「
ビ
キ
ニ
被
曝
被
災
船
員
に
対

し
て
、
国
は
科
学
的
検
証
を
行
っ

て
対
応
す
る
よ
う
に
提
言
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
県
主
催
で
健
康
等

相
談
会
を
開
催
し
て
き
た
。
ま
た
、

船
員
保
険
の
労
災
申
請
の
手
伝
い

を
行
う
な
ど
、
県
と
し
て
も
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ビ
キ
ニ
被
災
事
件
の
記
録
も
し
っ

か
り
残
す
こ
と
は
非
常
に
大
事
だ
」

と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
４
月
６

日
、
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
、

山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
は
「
高

知
県
知
事
は
、
被
害
の
あ
っ
た
漁

業
者
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て

す
べ
て
を
調
査
し
、
ま
た
、
対
応

し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
問
題
が
ス
ム
ー
ズ
に

解
決
で
き
る
よ
う
に
私
も
努
力
し

た
い
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
が
開
催
し
た
『
ビ
キ
ニ

環
礁
水
爆
実
験
の
健
康
影
響
に
関

す
る
健
康
等
相
談
会
』
で
、
広
島

大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所

の
チ
ー
ム
が
漁
船
員
の
歯
や
血
液

解
析
か
ら
核
被
災
を
解
明
す
る
研

究
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
科
学
的
知
見
を
政
府
と
し
て

積
極
的
に
受
け
止
め
、
政
府
が
保

管
し
て
い
る
当
時
の
被
災
船
と
乗

組
員
の
実
態
調
査
を
関
係
都
道
府

県
と
協
力
し
て
行
う
と
共
に
、
一

日
も
早
い
被
災
漁
船
員
に
対
す
る

救
済
措
置
を
講
ず
る
施
策
を
求
め

る
も
の
で
す
。

◆
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
◆

　
我
が
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
及
び

２
０
２
０
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
が
国
際
的
に
約
束
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
達
成
の
た
め

に
は
、
と
り
わ
け
森
林
吸
収
源
対

策
の
推
進
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
が
多
く

所
在
す
る
山
村
地
域
の
市
町
村
に

お
い
て
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
に
加
え
、
急
速
な
人
口
減
少

な
ど
、
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
ほ
か
、
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心
な
利
用
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
道
路
整
備
事

業
に
係
る
国
費
率
等
の
嵩
上
げ
措

置
が
継
続
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道

路
予
算
全
体
の
拡
大
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
以
下
に
つ
い
て
強

く
要
望
す
る
。

一
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
防
災

力
の
向
上
に
資
す
る
道
路
整
備

を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
な
利

用
を
確
保
す
る
た
め
の
維
持
・

修
繕
、
老
朽
化
対
策
な
ど
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
、
道
路
関

係
予
算
全
体
を
拡
大
し
た
う
え

で
、
必
要
な
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

一
、
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
」
第
２
条
に
規
定
す
る
国

の
負
担
割
合
又
は
補
助
の
割
合

の
特
例
を
平
成
３０
年
度
以
降
も

継
続
す
る
こ
と
。

　
平
成
２９
年
８
月
３
日
開
会
、
一

般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
同

日
閉
会
し
た
。

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
◆

◎
一
般
会
計
（
第
4
号
）

　
町
助
成
金
住
民
訴
訟
事
件
へ
の

対
応
の
た
め
、
専
門
知
識
を
有
す

る
弁
護
士
へ
の
委
託
料
７０
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

補
正
後
の
予
算
総
額29

億
9
7
0
万
円

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

濵
口
議
員

　毎
年
「
安
田
町
財
政
事
情
」
が

作
成
さ
れ
、
町
民
に
配
布
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
中
で
「
町
有
財
産
の

状
況
」
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
「
普
通
財
産
」
に
つ
い

て
聞
く
。

　普
通
財
産
の
中
で
、
土
地
に
つ

い
て
は
、
毎
年
３
億
数
千
万
円
と

公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
町
土
地
対

策
審
議
会
条
例
と
の
関
連
で
、
現

在
ま
で
ど
の
よ
う
に
考
え
、
対
応

し
て
き
た
か
。
反
省
点
は
な
か
っ

た
か
。

　今
後
、
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
考
え
か
、
ま

た
、
資
料
提
供
等
に
よ
り
、
審
議

会
や
議
会
常
任
委
員
会
等
で
互
い

に
検
討
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い

か
。

黒
岩
町
長

　
地
方
公
共
団
体
の
財
産
の
管
理
、

運
用
等
は
、
地
方
財
政
法
等
で
規

定
さ
れ
、
普
通
財
産
の
管
理
及
び

処
分
は
、
地
方
自
治
法
で
規
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
年
２
回
の
財
政

状
況
等
の
公
表
も
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
通
財
産
に

つ
い
て
も
住
民
へ
の
公
表
を
行
っ

て
い
る
。

　
質
問
の
条
例
に
基
づ
く
審
議
会

は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
総
合

的
な
土
地
利
用
対
策
や
公
共
用
地

の
取
得
、
処
分
等
に
つ
い
て
審
議

す
る
機
関
だ
が
、
現
在
は
、
町
の

財
産
処
分
等
に
つ
い
て
定
め
た
、

他
の
条
例
に
基
づ
き
、
諸
事
情
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、
保
有
土
地

の
処
理
を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、

審
議
会
を
設
置
し
て
い
な
い
。

　
町
保
有
土
地
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
事
業
用
地
と
し
て
取
得
し
た

も
の
の
、
諸
般
の
事
情
等
か
ら
利

用
に
至
っ
て
い
な
い
土
地
も
あ
る

が
、
町
民
共
有
の
財
産
と
し
て
、

最
も
効
率
的
な
管
理
、
運
用
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
進
め
て
い
る

資
産
整
理
に
併
せ
、
事
業
用
地
と

処
分
土
地
の
精
査
を
十
分
に
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、
審
議
会
の
設
置
も

検
討
し
て
い
く
。

　
資
料
提
示
に
つ
い
て
は
、
現
在

整
理
中
で
あ
り
、
す
ぐ
に
示
せ
る

段
階
で
は
な
い
が
、
一
定
の
整
理

が
で
き
た
時
点
に
は
、
議
会
に
は

報
告
し
て
い
く
。

　
な
お
、
今
回
の
土
地
整
理
に
当

た
っ
て
は
、
台
帳
等
の
資
料
整
備

に
よ
り
、
人
事
異
動
へ
の
対
応
や

後
の
職
員
に
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
、
情
報
の
共
有

化
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

普
通
財
産
（
土
地
）
の
管
理
等
に
つ
い
て

住
民
の
共
有
財
産
と
し
て
効
率
的
な
管
理
、
運
用
を
図
っ
て
い
く

ＱＡＱＡ

濵口智惠男議員

補

正

予

算

内

容
第
5
回
臨
時
会
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
２９
年
９
月
４
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課

の
主
要
事
業
実
績
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
ま
と

め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
味
工
房
じ
ね
ん
や
輝
る
ぽ
ー
と
な
ど
の
、

町
有
商
業
施
設
等
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

で
の
運
営
で
は
あ
る
が
、
積
極
的
な
経
営

指
導
や
情
報
共
有
、
新
た
な
展
開
の
検
討

な
ど
に
努
め
、
活
性
化
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
広
域
農
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
唐
浜
工
区

分
は
一
定
、
神
峯
寺
へ
の
参
拝
道
路
等
と

し
て
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
東
島
工

区
分
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た

活
用
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

日
時
　
平
成
２９
年
９
月
５
日

調
査
事
項

①
平
成
２８
年
度
総
務
課
・
教
育
委
員
会
の
主

要
事
業
実
績
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
教
育
委
員
会
か
ら
資
料
に
基
づ

き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
次
の
と
お

り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
町
税
、
使
用
料
等
滞
納
に
つ
い
て
は
、
徴

収
率
向
上
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
が
、
安

芸
広
域
債
権
管
理
機
構
と
の
連
携
の
も

と
、
滞
納
解
消
に
、
な
お
、
一
層
の
努
力

を
望
む
。

◎
学
校
教
育
に
お
け
る
保
・
幼
・
小
・
中
の

連
携
の
も
と
、
一
層
の
基
礎
学
力
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

　
産
業
厚
生
・
総
務
教
育
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

23

日
＝
中
芸
広
域
連
合
消
防
大
会

（
田
野
町
）

25

日
＝
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協

議
会
総
会

　
　
　（
安
芸
市
）

　
　
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

　
　
　合
議
会
定
例
会

　

 

（
安
芸
市
）

28

日
＝
中
芸
教
育
振
興
協
議
会
総
会

（
田
野
町
）

31

日
＝
議
員
協
議
会

　
　
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　―

　8

　月

　―

4
日
＝
第
17

回
四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
議
員
連
盟
総
会

（
高
知
市
）

20

日
＝
町
内
一
斉
道
路
愛
護
行
動

22

日
＝
議
会
議
員
道
路
勉
強
会

24

〜
25

日
＝
町
議
会
視
察
（
要
望
活

動
）
研
修

　
　
　（
東
京
都
）

30

日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修

会

　
　
　
　
　
　（
馬
路
村
）

　
　
　―

　9

　月

　―

4
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

5
日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

6
日
＝
議
員
協
議
会

8
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　―

　6

　月

　―

21

日
＝
中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
中
芸
広
域
体
育
館
）

26

日
＝
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会

　
　
　
　
　（
高
知
市
）

　
　
　安
田
町
交
通
安
全
町
民
会
議
総

会

28

日
＝
議
員
協
議
会

　
　
　一
般
国
道
55

号
・
阿
南
安
芸
自

動
車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

総
会

　
　
　
　
　（
田
野
町
）

　
　
　国
道
4
9
3
号
線
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
役
員
会
・
総
会

（
田
野
町
）

30

日
＝
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　―

　7

　月

　―

16

日
＝
東
島
部
落
自
治
会
鮎
掛
け
大

会
、
住
民
交
流
懇
親
会

19

日
＝
議
会
運
営
委
員
会

20

日
＝
高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修

会

　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

　
　
　全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟
第
24

回
定
期
総
会

（
高
知
市
）

議
会
の
う
ご
き
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国民健康保険税 　　  第 5 期分
後期高齢者医療保険料 第 5 期分

11月30日納期日

和通信
なごみ

　菊薫る今日この頃、朝夕はひときわ冷えゆく秋の寂しさが身に染みます。

　和で開催中の企画展「石田英吉展Ⅱ－明治国家建設編－」もいよいよ１１月２６日までと

なります。皆さま、郷土の偉人をしのんでみてはいかがでしょうか。

　ぜひ、ご来館くださいませ。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
       （高校生以下、障害者手帳所持者無料）
定 休 日／水曜日
【※企画展開催期間中（平成29年11月26日まで）は無休】

安田町大字安田１６７４－１ ☎38-3047
http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
短

　歌

清
岡

　恭
子

　

帰
省
客
搭
乗
口
の
ガ
ラ
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　12月3日、高知県東部地域を舞台とした「安芸・室戸パシフィックライド2017」が開催されます。

　安芸・室戸パシフィックライドは、タイムを競うレースではなく、地域の自然を楽しみながら自転車で

走行するもので、本町を含む高知県東部９市町村等が連携して行うサイクリングイベントです。

　コースは、安芸市をスタートし、北川村から東洋町へ抜け、室戸岬を回って安芸市に戻る145km。

　県内外から参加する約500人が高知県東部地域を駆け抜けます。

　交通規制等は行いませんので、自転車通行へのご理解と、沿道からの温かい声援をよろしくお願いします。

　日　時　平成29年12月3日（日）7：00スタート

　　　　　スタート/ゴール　安芸タイガース球場前（安芸ドーム前）駐車場

　■コース 安芸市⇒安田町⇒田野町⇒北川村⇒東洋町⇒室戸市⇒奈半利町⇒田野町

　　⇒安田町⇒安芸市（145km）

【問い合わせ先】安芸・室戸パシフィックライド実行委員会事務局 ☎088-846-6703
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